
─ 133 ─

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
七
十
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵  �

佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵
　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の�

書
誌
情
報
、
及
び
考
証

瀧
　
山
　
　
　
嵐

緒
言

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
佐さ

佐さ

木き

忠た
だ

慧さ
と

氏
（
一
九
三
一
～
二
〇
〇
七
）
旧
蔵
資
料
の
中
に
『
秋

し
ゆ
う

蛇だ

藏ぞ
う

』
の
固
有
名
を
有
す
る
古こ

筆ひ
つ

手て

鑑か
が
みが

一
帖
存
す
る
（
請
求
番
号　

イ
四‒

三
一
六
四‒
一
八
〇
。
以
下
「
当
該
手
鑑
」
と
略
す
）。
古
筆
手
鑑
と
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
・
南
北
朝
時

代
頃
ま
で
に
肉
筆
で
書
か
れ
た
書
物
を
主
に
筆
跡
の
鑑
賞
を
目
的
と
し
て
切
断
・
分
割
し
た
「
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

」（
あ
る
い
は
「
断だ

ん
簡か

ん
」「
切き

れ
」
と
も
）

が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
断
片
資
料
の
ア
ル
バ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。「
古
筆
」
は
古
い
書
跡
を
意
味
し
、「
手
鑑
」
の
「
手
」
は
筆
跡
、「
鑑
」

は
手
本
・
見
本
を
意
味
す
る
。
古
筆
手
鑑
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
は
製
作
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
至
り
、
古
筆
切
の

蒐
集
や
茶
席
で
掛
物
に
仕
立
て
た
古
筆
切
を
愛
翫
す
る
こ
と
が
盛
行
し
、
古
筆
切
を
愛
好
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
鑑
賞
と
と
も
に
数
多
の

古
筆
切
を
貼
り
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
保
存
に
も
適
す
る
古
筆
手
鑑
の
製
作
が
流
行
し
た
の
だ
ろ
う
。

代
表
的
な
古
筆
手
鑑
は
、
国
宝
指
定
の
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
藻も

塩し
お

草ぐ
さ

』（
二
四
二
葉
）、
出
光
美
術
館
所
蔵
『
見
ぬ
世
の
友
』（
二
二
九

葉
）、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
『
翰か

ん

墨ぼ
く

城じ
よ
う』（

三
一
一
葉
）、
陽
明
文
庫
所
蔵
『
大
手
鑑
』
上
・
下
帖
（
三
〇
七
葉
）
が
あ
る
。
他
に
重
要
文
化

財
指
定
さ
れ
て
い
る
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
大
手
鑑
』（
八
〇
葉
）、
五
島
美
術
館
所
蔵
『
筆ひ

つ

陣じ
ん

毫ご
う

戦せ
ん

』（
二
五
七
葉
、
表
に
「
筆
陣
」、
裏
に
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「
毫
戦
」）、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
手
鑑
』（
一
三
九
葉
）、
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
『
た
か
ま
つ
』（
一
八
六
葉
）、
金
沢
市
中
村
記
念
美
術

館
所
蔵
『
手
鑑
』（
一
九
四
葉
）、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
月
臺
』（
七
八
葉
）、
前
田
育
徳
会
所
蔵
『
野
邊
の
み
ど
り
』（
二
八
葉
）
な
ど
が

あ
る
。
上
記
以
外
の
各
機
関
や
個
人
蔵
の
も
の
を
含
む
と
、
日
本
国
内
に
伝
存
す
る
古
筆
手
鑑
の
総
数
は
多
数
存
し
、
そ
の
大
半
が
未
紹

介
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
他
方
、
古
筆
手
鑑
の
所
在
は
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
（T

he M
etropolitan m

useum
 of A

rt

）
所
蔵
『
藻
鏡
』、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
ナ
イ
ト
図
書
館
（Special Collections and U

niversity 

A
rchive, K

night Library
）
所
蔵
『〔
無
銘
古
筆
手
鑑
〕』、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
（Y

ale A
ssociation of 

Japan Collection, Beinecke Rare Book and M
anuscript Library, Y

ale U
niversity

）
所
蔵
『
手
鑑
帖
』
な
ど
も
存
し
、
高
精
細
な
デ
ジ

タ
ル
画
像
も
公
開
さ
れ
て
い
る

（
注
１
）。

佐
佐
木
氏
旧
蔵
資
料
は
、
二
〇
一
〇
年
に
ご
令
室
、
佐
佐
木
美
穂
子
氏
の
ご
意
思
に
よ
り
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た

（
注
２
）。

こ
れ

ら
旧
蔵
資
料
に
は
、「
イ
四‒

三
一
六
四
」
の
整
理
番
号
が
付
さ
れ
、
計
二
五
六
点
の
資
料
を
数
え
る
。
旧
蔵
資
料
全
体
の
凡
そ
一
〇
〇

点
が
古
筆
断
簡
資
料
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
歌
集
・
物
語
・
経
典
・
仏
書
・
書
状
と
多
岐
に
わ
た
り
、「
古
筆
・
古
筆
切
の
研
究
は
特
殊

な
も
の
で
は
な
く
、
国
文
学
研
究
の
基
本
」（

注
３
）と

い
う
氏
の
研
究
理
念
が
旧
蔵
資
料
群
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。
旧
蔵
資
料
の
全
貌
は
、
早
稲

田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
（
松
本
智
子
氏
担
当
）「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵
資
料
目
録
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』

第
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
と
し
て
目
録
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
該
手
鑑
の
書
誌
情
報
は
下
記
の
通
り
で

あ
る
。

　

180　

古
筆
手
鑑

　
　
　
　

写　

一
帖　

三
九
・
九
×
二
五
・
四
㎝

　
　
　
　

伝
聖
武
天
皇
筆
切
ほ
か
古
筆
切
一
〇
五
点
貼
込　

箱
入　

箱
貼
紙
に
「
古
筆
手
鑑　

秋
蛇
藏
」
と
あ
り　

折
本
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

当
該
手
鑑
は
、
佐
佐
木
氏
が
後
半
生
に
蒐
集
し
て
き
た
古
筆
資
料
に
解
説
を
加
え
た
『
国
文
学
古
筆
の
考
察
』（
青
簡
舎
、
二
〇
一
一
年
）

で
も
未
紹
介
で
あ
り
、
さ
ら
に
前
述
の
旧
蔵
資
料
目
録
の
公
開
以
降
、
当
該
手
鑑
の
網
羅
的
か
つ
個
別
的
な
調
査
・
研
究
は
お
こ
な
わ
れ

て
お
ら
ず
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://w

w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/

）
で
も
デ
ジ
タ
ル
画
像

は
未
公
開
の
状
況
で
あ
る
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
現
在
。
な
お
現
時
点
で
の
旧
蔵
資
料
の
公
開
点
数
は
五
点
の
み
）。

本
稿
で
は
、
当
該
手
鑑
所
収
の
断
簡
一
〇
五
葉
に
つ
い
て
原
本
調
査
に
基
づ
く
書
誌
情
報
の
集
成
と
部
分
的
な
考
証
の
結
果
と
を
纏
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
古
筆
断
簡
の
調
査
・
研
究
で
は
、
何
よ
り
も
各
断
簡
の
ツ
レ
（
元
々
は
同
じ
書
物
の
断
簡
同
士
）
を
多
く
集
成
す

る
こ
と
が
、
裁
断
・
分
割
前
の
書
物
の
装
訂
や
本
文
の
性
格
を
分
析
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
た
め
、
当
該
手
鑑
の
よ
う
に
未
紹
介
の
古
筆

断
簡
資
料
の
情
報
公
開
は
研
究
の
更
な
る
進
展
に
も
繋
が
る
。

当
該
手
鑑
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
本
稿
刊
行
後
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
予
定
で
あ
る
。
本
稿

と
の
併
用
を
願
い
た
い
。
な
お
本
稿
で
は
記
述
内
容
が
大
部
と
な
る
た
め
各
断
簡
の
個
別
・
具
体
的
な
調
査
・
研
究
の
成
果
報
告
は
割
愛

し
、
研
究
資
料
と
し
て
刮
目
す
べ
き
断
簡
に
つ
い
て
は
本
誌
の
次
号
以
降
、
あ
る
い
は
別
稿
に
て
報
告
す
る
。

一　

古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』
に
つ
い
て

（
一
）
当
該
手
鑑
の
書
誌
情
報

当
該
手
鑑
は
、
杉
材
の
台だ

い

輪わ

付つ
き

被か
ぶ
せ

蓋
箱
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
被
蓋
箱
の
法
量
は
、
蓋
が
縦
四
三
・
二
×
横
二
八
・
一
×
高
さ
七
・
〇
㎝
、

身
が
縦
四
一
・
八
×
横
二
七
・
一
×
高
さ
七
・
二
㎝
。
箱
内
底
板
右
下
部
に
「
吉
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
蓋

の
表
面
右
上
部
に
「
古
筆
手
鑑　

秋
蛇
藏
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
（
縦
一
二
・
九
×
横
二
・
九
㎝
）
が
付
さ
れ
る
。

当
該
手
鑑
の
装
訂
は
折お

り

帖じ
よ
う。

法
量
は
縦
三
九
・
八
×
横
二
五
・
二
㎝
×
高
さ
五
・
二
㎝
で
あ
る
。
所
収
断
簡
は
、
表
面
五
三
葉
、
裏
面
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五
二
葉
の
計
一
〇
五
葉
。
表
紙
は
紺
青
地
雲
鶴
文
様
で
四
周
（
約
三
・
五
㎝

幅
）
を
紺
青
地
蔓
草
文
金
襴
の
裂き

れ

で
縁
取
り
、
四
隅
に
梅
枝
模
様
の
角
金
具

が
施
さ
れ
る
（
図
版
１
）。
手
鑑
表
紙
中
央
部
に
題
簽
の
剥
脱
の
痕
跡
が
あ
り
、

元
々
は
銘
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
裏
見
返
し
は
金
箔
布
目
地
で

あ
る
。
台
紙
は
紙
面
に
胡
粉
を
塗
布
し
雲
母
を
引
い
た
上
質
で
厚
手
の
紙
で

あ
る
。
古
筆
手
鑑
は
屡
々
、
所
収
断
簡
が
貼
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

当
該
手
鑑
は
全
体
に
わ
た
り
断
簡
の
剥
脱
の
痕
跡
等
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
も
、
手
鑑
作
成
時
の
状
態
を
保
持
し
て
伝
存
し
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。

（
二
）
所
収
断
簡
の
排
列

古
筆
手
鑑
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
古
筆
切
は
原
則
、
筆
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
人
物
（
伝で

ん

称し
よ
う

筆ひ
つ

者し
や

）
の
身
分
や
家
柄
別
に
排
列
さ
れ
る

（
注
４
）。

江
戸
時
代
初
期
に
は
古
筆
切
の
流
行
や
鑑
定
活
動
の
需
要
が
向
上
す
る
に
つ
れ
て
古
筆
手
鑑
の
摸
刻
本
や
古
筆
切
を
手
鑑
に
貼
り
付
け
る

順
序
を
記
載
し
た
書
物
が
成
立
す
る
。
例
え
ば
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
刊
、
称

し
よ
う

硯け
ん

子し

編
『
御
手
鑑
』（
所
謂
「
慶
安
手
鑑
」）
は
、
手
鑑
所

収
断
簡
を
原
寸
大
で
摸
刻
し
た
大
型
の
木
版
本
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
手
鑑
に
お
け
る
断
簡
の
排
列
の
基
準
や
順
序
を
知
る
こ
と
が

で
き
る

（
注
５
）。「

慶
安
手
鑑
」
巻
頭
は
、
伝
聖
武
天
皇
と
伝
光
明
皇
后
の
経
断
簡
を
排
し
、
以
降
概
ね
身
分
や
家
柄
別
に
分
類
さ
れ
、
江
戸
時

代
初
期
の
古
筆
手
鑑
に
お
け
る
排
列
意
識
に
つ
い
て
の
知
見
が
得
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
以
降
、
古
筆
切
の
蒐
集
や
古
筆
鑑
定
の
需
要

の
高
ま
り
を
背
景
に
手
鑑
に
お
け
る
筆
者
の
順
序
を
列
記
し
た
書
物
は
幾
つ
も
作
成
さ
れ
た
。
例
え
ば 

笠か
さ

原は
ら

祥し
よ
う

雨う

編
『
手
鑑
行
列
』
は
、

上
下
二
段
（
上
段
に
表
面
・
下
段
に
裏
面
）
で
構
成
さ
れ
、
筆
者
七
五
〇
名
を
身
分
・
家
柄
等
の
基
準
で
二
二
項
目
に
分
類
す
る

（
注
６
）。

そ
の
他
、

図版１　古筆手鑑『秋蛇藏』
（イ4-3164-180）
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

古
筆
切
の
情
報
を
集
成
し
た
版
本
の
類
書
は
、
文
化
元
年
（
一
七
九
九
）
刊
『
古こ

筆ひ
つ

名め
い

葉よ
う

集し
ゆ
う』、

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
序
刊
『
増
補
古

筆
名
葉
集
』（
外
題
「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」）、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
序
刊
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
等
が
あ
る

（
注
７
）。

上
記
の
写
本
・
版
本
や
伝
存
す
る
古
筆
手
鑑
に
お
け
る
伝
称
筆
者
は
、
通
常
、
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
を
筆
者
と
し
て
伝
え
る
経
断
簡

を
は
じ
め
と
し
て
天
皇
（
勅
筆
）、
親
王
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
成
立
し
た
公
家
、
御
子
左
家
、
能
書
、
世
尊
寺
家
、
法
親
王
、
門
跡
、
高
僧
・

歌
僧
、
武
家
、
連
歌
師
、
書
家
等
に
大
別
・
分
類
さ
れ
、
高
位
か
ら
順
に
排
列
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
分
類
さ
れ
た
身
分
・
家
柄
の

各
グ
ル
ー
プ
内
で
は
複
数
の
筆
者
を
時
代
順
に
排
列
す
る
。
つ
ま
り
古
筆
手
鑑
の
排
列
と
は
、
身
分
・
家
柄
の
分
類
に
基
づ
く
各
グ
ル
ー

プ
と
、
そ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
時
代
順
の
排
列
と
の
主
に
二
つ
の
基
準
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

で
は
当
該
手
鑑
所
収
の
古
筆
切
の
排
列
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
表
面
は
聖
武
天
皇
・
光
明
皇
后
の
経
断
簡
か
ら
始
ま
る
勅
筆
（
一
～
五
）、

親
王
（
六
～
八
）、
法
親
王
・
門
跡
（
九
～
二
三
）、
公
家
（
二
四
～
四
九
）、
書
家
（
入
木
道
の
家
系
・
能
書
家
、
五
〇
～
五
三
）
と
続
い
て
い
く
。

多
数
を
占
め
る
公
家
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
官
職
や
位
階
の
昇
進
の
次
第
が
定
ま
る
こ
と
で
家
格
が
形
成
さ
れ
、

各
家
の
格
式
が
固
定
化
し
て
い
っ
た
。
公
家
の
家
柄
に
は
、
摂せ

つ

家け

・
清せ

い

華が

家け

・
大だ

い

臣じ
ん

家け

・
羽う

林り
ん

家け

・
名め

い

家け

・
半は

ん

家け

が
あ
り
、
各
家
系
別
に

家
格
を
有
す
る

（
注
８
）。

当
該
手
鑑
に
お
け
る
公
家
グ
ル
ー
プ
の
排
列
（
二
四
～
四
九
）
は
概
ね
上
記
の
分
類
に
拠
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
高

位
か
ら
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

公
家
グ
ル
ー
プ
の
最
初
の
摂
家
は
、
近
衛
家
（
二
四
・
二
五
）、
九
条
家
（
二
六
・
二
七
）
と
順
序
通
り
で
あ
る
。
次
に
清
華
家
は
、
藤
原

北
家
閑
院
流
・
西
園
寺
家
庶
流
の
洞
院
家
（
二
八
）・
同
花
山
院
流
の
大
炊
御
門
家
（
二
九
）・
花
山
院
家
（
三
〇
）
と
七
清
華
の
家
が
列
記

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
続
き
本
来
で
あ
れ
ば
清
華
家
に
属
す
る
「
三
条
公
敦
」（
三
二
、
藤
原
北
家
閑
院
流
の
転
法
輪
三
条
家
）
が
排
さ
れ
る
べ

き
だ
が
、
羽
林
家
の
「
橋
本
公
夏
」（
三
一
、
藤
原
北
家
閑
院
流
の
橋
本
家
）
の
断
簡
が
存
す
る
。
こ
の
家
格
の
順
序
の
乱
れ
は
、
排
列
意
識

の
希
薄
化
な
ど
の
影
響
で
は
な
く
、
製
作
時
の
都
合
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
当
該
手
鑑
表
面
一
二
丁
ウ
ラ
に
貼
り
付
け
ら
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れ
た
伝
橋
本
公
夏
筆
断
簡
の
法
量
は
、
縦
二
三
・
三
×
横
一
三
・
六
㎝
の
四
半

本
で
台
紙
の
中
央
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
版
２
）。
当
該
手
鑑
お
け
る
四

半
本
と
や
や
大
き
め
の
桝
形
本
の
断
簡
は
、
台
紙
一
面
に
対
し
て
一
葉
貼
り
付

け
る
の
が
原
則
の
よ
う
で
あ
る
。
台
紙
一
面
に
縦
一
五
・
四
×
横
一
一
・
四
の

伝
三
条
公
敦
筆
断
簡
を
一
葉
貼
り
付
け
て
し
ま
う
と
、
台
紙
の
余
白
が
際
立
ち
、

断
簡
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な
る
。
と
は
い
え
、
同
一
台
紙
面
に
伝
三
条
公
敦

筆
断
簡
と
伝
橋
本
公
夏
筆
断
簡
と
を
貼
り
付
け
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可
能

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
家
の
格
式
は
前
後
す
る
が
、
伝
橋
本
公
夏
筆
断
簡
を
先

に
貼
り
付
け
、
改
丁
し
て
伝
三
条
公
敦
筆
断
簡
を
貼
り
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
伝
三
条
公
敦
筆
断
簡
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
表
面
一
三
丁
オ
モ
テ
に

は
、
計
三
葉
の
断
簡
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
窮
屈
な
印
象
を

持
つ
。
二
葉
は
小
振
り
な
桝
形
本
（
あ
る
い
は
横
本
）
サ
イ
ズ
で
、
も
う
一
葉

は
横
の
法
量
が
短
く
縦
に
細
長
い
四
半
本
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
当
該
手
鑑
の
中
で

台
紙
一
面
に
断
簡
が
三
葉
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
り
、
本
来
は
台
紙
一
面
に
二
葉
を
上
限
と
し
て
貼
り
付
け
る

の
が
基
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

以
降
、
三
三
か
ら
四
九
の
公
家
グ
ル
ー
プ
は
、
羽
林
家
一
〇
葉
、
名
家
四
葉
、
半
家
一
葉
、
清
華
家
一
葉
（
三
六
、
村
上
源
氏
久
我
家
庶

流
の
堀
川
家
は
室
町
時
代
に
絶
家
）、
藤
原
北
家
中
関
白
家
一
葉
（
四
二
）
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
飛
鳥
井
雅
綱
（
四
五
）
と
飛
鳥
井
雅

親
（
四
六
）
の
並
列
以
外
は
貼
り
付
け
順
序
の
法
則
を
見
出
し
難
い
。
た
だ
し
、
表
面
末
尾
で
は
書
家
（
入
木
道
の
家
系
・
能
書
家
、
五
〇
～ 図版２　表12丁ウラ・表13丁オモテ
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五
三
）
の
断
簡
が
四
葉
排
列
さ
れ
て
い
る
た
め
、
公
家
グ
ル
ー
プ
内
の
排
列
順
序
の
個
別
的
な
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
手
鑑
全
体
に
お
け

る
身
分
・
家
柄
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
分
類
の
構
成
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。

次
に
裏
面
の
排
列
は
、
経
典
の
断
簡
（
五
四
・
五
五
）、
高
僧
・
歌
僧
（
五
六
～
五
九
）、
藤
原
為
家
を
は
じ
め
と
す
る
御
子
左
流
の
う
ち

二
条
家
（
六
四
を
除
く
六
〇
～
七
一
）、
冷
泉
家
（
御
子
左
流
）（
七
二
・
七
三
）、
武
将
（
七
四
～
八
二
）、
和
歌
四
天
王
（
八
五
・
八
六
）、
歌
人
・

連
歌
師
（
八
七
～
一
〇
五
）
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
が
、（
八
〇
）
か
ら
（
八
四
）
は
幾
つ
か
不
自
然
な
排
列
箇
所
が
存
す
る
。
一
つ
は
、

伝
仁
和
寺
弘
融
（
八
三
）
と
伝
兼
空
（
八
四
）
の
断
簡
の
位
置
で
あ
る
。
こ
の
二
葉
の
断
簡
は
和
歌
四
天
王
（
南
北
朝
時
代
の
歌
人
で
あ
る
頓
阿
・

慶
運
・
浄
弁
・
兼
好
法
師
の
四
名
）
の
グ
ル
ー
プ
の
直
前
に
位
置
す
る
。
ま
ず
兼
空
は
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
頓
阿
門
人
」
と
説
明
さ

れ
る
歌
人
で
あ
り
、
後
続
す
る
和
歌
四
天
王
グ
ル
ー
プ
の
頓
阿
と
の
関
係
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。
問
題
と
な
る
の
が
仁
和
寺
弘
融
の
位
置

で
あ
る
。
以
下
稿
者
の
推
測
と
な
る
が
、
仮
に
後
続
の
和
歌
四
天
王
グ
ル
ー
プ
と
の
関
連
で
説
明
を
す
る
な
ら
ば
、
弘
融
と
兼
好
法
師
と

の
関
係
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。
弘
融
は
、『
徒
然
草
』
第
八
二
・
八
四
段
に
そ
れ
ぞ
れ
「
弘
融
僧
都
」
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
兼
好
と

の
関
連
が
見
出
せ
る
。
た
だ
し
こ
の
推
測
に
つ
い
て
は
傍
証
や
判
断
材
料
と
が
乏
し
い
。

い
ま
一
つ
は
、
室
町
時
代
中
期
の
歌
人
・
連
歌
師
で
あ
る
桜
井
基
佐
（
八
〇
）

の
位
置
で
あ
る
（
図
版
３
）。
当
該
断
簡
は
武
将
グ
ル
ー
プ
（
七
四
～
八
二
）
の
中

に
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
後
の
歌
人
・
連
歌
グ
ル
ー
プ
に
排
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
も
既
に
表
面
の
考
証
で
述
べ
た
よ
う
に
当
該
断
簡
の
法
量
が
関
係
し

て
お
り
、
縦
一
二
・
一
×
横
九
・
六
㎝
と
や
や
小
振
り
の
桝
形
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
台
紙
の
面
積
を
考
慮
す
る
と
、
四
半
本
と
同
紙
面
へ

の
貼
り
付
け
る
こ
と
は
難
儀
で
あ
る
た
め
、
縦
の
法
量
が
短
い
桝
形
本
の
断
簡

図版３　（八〇）伝桜井基佐筆断簡



─ 140 ─

と
共
に
貼
り
付
け
る
必
要
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
表
面
の
場
合
と
同
様
に
、
当
該
手
鑑
の
排
列
は
、
一
定
の
貼
り
付
け
順
序
に
則
り
つ
つ

も
、
貼
り
付
け
る
断
簡
同
士
の
物
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
手
鑑
製
作
時
の
都
合
に
よ
っ
て
部
分
的
に
変
更
が
施
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
三
）
古
筆
見
の
鑑
定

江
戸
時
代
初
期
、
古
人
の
筆
蹟
資
料
（
古
筆
）
の
鑑
定
を
家
職
と
す
る
古こ

筆ひ
つ

家け

が
成
立
す
る
。
そ
の
初
代
は
古こ

筆ひ
つ

了り
よ
う

佐さ

（
一
五
七
二
～

一
六
六
二
）
で
あ
り
、
本
名
を
平ひ

ら

澤さ
わ

弥や

四し

郎ろ
う

範の
り

佐す
け

と
い
う
。
了
佐
の
伝
記
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
若
年

で
上
京
し
古
筆
鑑
定
を
お
こ
な
っ
て
い
た
公
家
の
近こ

の
え衛

前さ
き

久ひ
さ

（
一
五
三
六
～
一
六
一
二
）
と
烏

か
ら
す

丸ま
る

光み
つ

広ひ
ろ

（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）
か
ら
古
筆

鑑
定
の
知
見
や
技
術
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
了
佐
は
古
筆
鑑
定
の
技
量
を
認
め
ら
れ
、
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

次つ
ぐ

（
一
五
六
八
～
一
五
九
五
）、
あ
る
い
は

江
戸
幕
府
か
ら
「
古
筆
」
の
姓
と
鑑
定
に
用
い
る
「
琴き

ん

山ざ
ん

」
の
印
と
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。

古
筆
切
の
鑑
定
資
料
で
あ
る
「
極

き
わ
め

札ふ
だ

」
と
は
、
縦
一
三
～
一
四
×
横
二
・
〇
㎝
程
度
の
、
や
や
厚
手
の
紙
で
作
成
さ
れ
た
短
冊
状
の
資

料
の
こ
と
を
い
う
。
極
札
の
表
面
に
は
筆
者
名
と
本
文
の
書
き
出
し
数
文
字
と
を
記
し
（
た
だ
し
了
佐
は
本
文
の
書
き
出
し
を
記
さ
な
い
こ
と

が
多
い
）、
下
部
に
鑑
定
印
を
捺
す
。
対
し
て
裏
面
に
は
鑑
定
し
た
年
月
（
年
は
干
支
で
表
記
）
が
記
さ
れ
、
私
印
・
台
帳
へ
の
割
印
が
捺

さ
れ
る
（
裏
面
は
無
記
載
の
こ
と
も
あ
る
）。
古
筆
手
鑑
所
収
の
極
札
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
表
面
の
筆
蹟
や
鑑
定
印
、

あ
る
い
は
鑑
定
印
の
欠
画
の
程
度
に
よ
り
鑑
定
者
や
鑑
定
年
を
推
測
す
る
こ
と
と
な
る

（
注
９
）。

さ
て
当
該
手
鑑
に
は
計
一
〇
四
枚
の
極
札
が
附
属
し
て
い
る
（
た
だ
し
六
三
・
六
四
番
に
は
極
札
は
付
属
し
て
い
な
い
。
九
八
番
に
は
二
枚
の

極
札
が
附
属
す
る
）。
鑑
定
家
は
計
二
〇
名
を
数
え
る
。
以
下
に
鑑
定
者
と
極
札
の
枚
数
と
を
列
記
す
る
。
古
筆
家
初
代
了
佐
（
一
五
七
二
～

一
六
六
二
。
四
枚
）、
古
筆
本
家
二
代
了り

よ
う

栄え
い

（
一
六
〇
七
～
一
六
七
八
。
二
枚
）、
五
代
了り

よ
う

珉み
ん

（
一
六
四
五
～
一
七
〇
一
。
一
枚
）、
六
代
了り

よ
う

音み
ん
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（
一
六
七
四
～
一
七
二
五
。
一
枚
）、
古
筆
別
家
二
代
了り

よ
う

任に
ん

（
一
六
二
九
～
一
六
七
四
。
六
枚
）、
三
代
了り

よ
う

仲ち
ゆ
う（

一
六
五
六
～
一
七
三
六
。
三
九
枚
）、

古
筆
了り

よ
う

雪せ
つ

（
一
六
一
二
～
一
六
七
五
。
四
枚
）、
末す

え

田だ

幽ゆ
う

磧せ
き

（
生
没
年
未
詳
。
四
枚
）、
神
田
家
三
代
道ど

う

僖き

（
一
六
三
三
～
一
七
一
一
。
三
枚
）、
四

代
道ど

う

伴は
ん

（
一
六
七
八
～
一
七
四
九
。
三
枚
）、
二
代
畠は

た
け

山や
ま

牛ぎ
ゆ
う

庵あ
ん

（
一
六
二
五
～
一
六
九
三
。
四
枚
）、
三
代
畠
山
牛
庵
（
生
没
年
未
詳
。
三
枚
）、

初
代
朝あ

さ

倉く
ら

茂も

入に
ゆ
う（

生
没
年
未
詳
。
九
枚
）、
二
代
朝
倉
茂
入
（
生
没
年
未
詳
。
三
枚
）、
藤ふ

じ

本も
と

了り
よ
う

因い
ん

（
一
六
二
六
～
一
七
〇
四
。
四
枚
）、
藤ふ

じ

井い

常
じ
よ
う

智ち

（
生
没
年
未
詳
。
四
枚
）、
初
代
川か

わ

勝か
つ

宗そ
う

久き
ゆ
う（

生
没
年
未
詳
。
六
枚
）、
二
代
川
勝
宗
久
（
生
没
年
未
詳
。
二
枚
）、
奥お

く

西に
し

宗そ
う

円え
ん

（
生
没
年
未
詳
。

一
枚
）、
そ
の
他
不
詳
鑑
定
家
一
名
で
あ
る
。
全
体
の
三
割
弱
が
古
筆
別
家
三
代
了
仲
の
極
札
で
あ
り
、
未
詳
の
極
札
を
除
き
了
仲
の
時

代
に
先
立
つ
も
の
と
、
同
時
代
の
も
の
と
が
際
立
つ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　

ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
（https://w

w
w
.m

etm
useum

.org/art/collection/search/65085?sortBy=Relevance&
am

p;ft=�
V
arious+calligraphers&

am
p;offset=0&

am
p;rpp=40&

am
p;pos=1

）
や
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（https://glam

.uoregon.edu/s/tekagam
i-

kyogire/page/w
elcom

e

）、
イ
ェ
ー
ル
大
学
（https://tenthousandroom

s.yale.edu/project/tekagam
i-jo-shou-jian-tie-project

）
で
デ
ジ

タ
ル
画
像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
現
在
）。

（
２
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
（
松
本
智
子
氏
担
当
）「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　

佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵
資
料
目
録
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀

要
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
３
）　

佐
佐
木
忠
慧
『
国
文
学
古
筆
の
考
察
』（
青
簡
舎
、
二
〇
一
一
年
）
の
「
序
」。

（
４
）　

別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
蔵　

古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
に
つ
い
て
」（
出
光
美
術
館
編
『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
四
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
は
、

古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
所
収
断
簡
の
排
列
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
を
お
こ
な
い
、「
表
、
裏
と
も
に
古
筆
切
が
非
常
に
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
」
と

し
、
と
り
わ
け
「
公
家
の
グ
ル
ー
プ
が
体
系
的
」
と
整
理
し
た
。
佐
々
木
孝
浩
「
断
片
の
集
積
体
─
「
古
筆
手
鑑
」
と
い
う
存
在
─
」（
国
文
学
研
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究
資
料
館
・
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
本
学
高
等
研
究
所
編
『
集
と
断
片　

類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
は
、

国
宝
指
定
の
所
謂
「
三
大
手
鑑
」（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
藻
塩
草
』・
出
光
美
術
館
所
蔵
『
見
ぬ
世
の
友
』・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
『
翰
墨
城
』）

を
例
に
伝
称
筆
者
の
排
列
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

（
５
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
『
御
手
鑑
』
の
版
本
が
四
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号　

文
庫
三
一‒

Ｅ
七
三
三
他
。
二
〇
二
二
年
一
一
月
現
在
）。

増
田
孝
・
日
比
野
浩
信
『
慶
安
手
鑑
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
に
解
説
・
影
印
・
釈
文
・
索
引
が
載
る
。

（
６
）　

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
藤
原
重
秋
の
奥
書
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
「K

eio 
O
bject H

ub

」
で
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
書
写
本
の
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
る
（
個
人
蔵
。https://objecthub.keio.ac.jp/ja/

object/13493　

最
終
閲
覧
二
〇
二
二
年
一
一
月
）。
本
稿
で
は『
手
鑑
行
列
』の
内
容
を
有
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵『
古
筆
名
寄
』を
翻
刻
し
た
、

松
本
文
子
「【
翻
刻
】
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
古
筆
名
寄
』」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
一
部　

国
語
・
国
文
学
編
、
四
四
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を

参
照
し
た
。
上
記『
古
筆
名
寄
』（
扉
題
「
古
筆
名
寄
」、
内
題
「
手
鑑
行
列
」）は
、
五
部
構
成
で
あ
り
、
順
に『
手
鑑
行
列
』（
二
丁
オ
～
二
六
丁
ウ
）、

『
手
鑑
行
列
之
事
』（
二
四
丁
オ
～
二
六
丁
オ
）、『
古
筆
極
古
筆
庵
畠
山
朝
倉
幷
弟
子
等
』（『
手
鑑
行
列
之
事
』の
周
縁
に
書
き
入
れ
。
二
三
丁
ウ
末
尾
～

二
六
丁
オ
）、『
古
筆
流
分
』（
二
七
丁
オ
～
四
二
丁
ウ
）、『
定
家
卿
小
倉
色
紙
二
十
七
枚
』（
四
三
丁
オ
～
四
四
丁
ウ
）、『
古
筆
切
目
安　

幷
手
鑑
行
列
』

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

な
お
写
本
で
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
古
筆
別
家
了
仲
著
『
古
筆
切
名
物
』
が
四
九
三
名
も
の
筆
者
名
と
、
各
断
簡
の
名
称
と
特
徴
と
を
列
記
し
て

い
る
。
当
該
本
は
、
武
田
則
夫
「
翻
刻
「
古
筆
切
名
物
」」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
』
二
三
六
、一
九
七
〇
年
一
一
月
）
に
拠
っ

た
。
ま
た
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
『
古
筆
名
物
切
』（
外
題
「
古
筆
名
物
集
」。
請
求
番
号　

Ｄ
Ｉ
Ｇ‒

Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｓ‒

一
三
六
）
は
、
内
題
の
下

に
「
神
田
道
伴
自
筆
」
と
あ
り
神
田
家
四
代
当
主
道
伴
（
一
六
七
八
～
一
七
四
九
）
が
関
与
し
た
と
思
し
い
資
料
で
あ
る
。
当
該
本
は
計
一
九
〇
名

の
筆
者
名
、
及
び
そ
の
下
部
に
各
断
簡
の
名
称
と
特
徴
と
を
列
記
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
（
末
尾
に
「
通
計
二
百
六
十
餘
」
と
朱
書
き
さ
れ
る
が
切

の
種
類
を
概
算
し
た
も
の
か
）。
な
お
同
本
は
、
他
に
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
慶
應
義
塾
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
小
松
茂
美
旧
蔵
の
『
古
筆
名
物
切
』（
資
料
番
号　

Ｂ
Ｋ‒
Ｋ
Ｏ
Ｍ‒

〇
〇
〇
〇
〇
六‒

〇
〇
〇
〇
）
が
あ
り
、
注
６
の
「K

eio 
O
bject H

ub

」
で
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
る
（https://objecthub.keio.ac.jp/ja/object/13478　

最
終
閲
覧
二
〇
二
二
年
一
一
月
）。

及
び
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
×
斯
道
文
庫　

書
を
極
め
る　

鑑
定
文
化
と
古
筆
家
の
人
々
』（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

庫
・
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
、
二
〇
二
二
年
）
に
も
図
版
掲
載
。

（
７
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
安
政
五
年
（
一
八
八
五
）
刊
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
外
題
「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」。
請
求
記
号　

文
庫
二
〇‒

四
三
四
）。

な
お
下
記
も
参
照
の
た
め
使
用
し
た
。
伊
井
春
樹
・
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
新
版　

古
筆
名
葉
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）。

当
該
本
に
は
、『
古
筆
家
秘
書
』（
内
閣
文
庫
蔵
）、『
古
筆
切
目
安
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）、『
古
筆
名
葉
集
』（
文
政
一
一
年
〈
一
八
二
一
〉）、『
増
補
新

撰
古
筆
名
葉
集
』（
安
政
五
年
〈
一
八
五
九
〉）
の
四
冊
に
記
載
さ
れ
る
伝
称
筆
者
と
切
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

摂
家
は
藤
原
氏
北
家
の
う
ち
摂
政
・
関
白
を
極
官
と
す
る
家
。
清
華
家
は
摂
家
に
次
ぐ
家
格
で
大
臣
と
大
将
を
兼
ね
て
太
政
大
臣
を
前
途
す
る
家
。

大
臣
家
は
大
臣
ま
で
昇
任
可
能
で
清
華
家
と
同
様
の
昇
進
を
す
る
家
。
た
だ
し
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
直
接
内
大
臣
に
昇
進
す
る
。
羽
林
家
は
近
衛

少
将
・
中
将
を
経
て
大
納
言
を
前
途
す
る
家
。
名
家
は
弁
官
を
経
て
大
納
言
を
前
途
す
る
文
官
の
家
。
半
家
は
羽
林
家
と
名
家
と
の
性
格
を
伴
っ
た

家
で
紀
伝
道
・
明
経
道
・
陰
陽
道
な
ど
の
特
殊
な
家
業
や
官
職
に
携
わ
る
家
。
近
衛
少
将
・
中
将
や
弁
官
を
経
な
い
大
納
言
を
極
官
と
す
る
が
、
非

参
議
に
留
ま
る
こ
と
も
多
い
。

（
９
）　

古
筆
了
栄
の
「
琴
山
」
印
の
欠
画
に
よ
り
鑑
定
時
期
を
分
析
し
た
、
中
村
健
太
郎
「
古
筆
了
栄
の
極
札
に
み
ら
れ
る
「
琴
山
」
印
の
経
年
変
化
と

発
行
年
次
の
特
定
に
つ
い
て
」（『
書
道
学
論
集
』
一
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
他
に
も
古
筆
家
の
鑑
定
活
動
に
関
す
る
先
行
論
と
し
て
、
同
「
極

札
に
お
け
る
記
載
形
式
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
─
古
筆
本
家
を
中
心
と
し
て
─
」（『
若
木
書
法
』
三
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
古
筆
別
家
の
鑑
定

活
動
に
つ
い
て
」（『
若
木
書
法
』
四
、
二
〇
〇
五
年
）
等
が
参
考
に
な
る
。
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【
凡
例
】

一�
、
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
佐
佐
木
忠
慧
氏
旧
蔵
の
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』（
請
求
番
号　

イ
四‒

三
一
六
四‒

一
八
〇
）
所
収
断
簡
の
書

誌
情
報
・
本
文
の
翻
刻
・
出
典
を
集
成
し
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

一�

、
第
二
節
「
所
収
断
簡
一
覧
」
は
、
表
面
か
ら
順
に
通
し
番
号
を
付
し
、
丸
括
弧
内
に
丁
数
と
手
鑑
の
表
裏
・
伝
称
筆
者
・
断
簡
の
内
容
を
記
し
た
。
例

え
ば
、
表
面
二
丁
オ
モ
テ
の
断
簡
は
、「
四
（
表
2
オ
）　

後
円
融
天
皇　

新
古
今
和
歌
集
」
の
よ
う
に
記
し
た
。

一�

、
断
簡
の
通
し
番
号
は
、
表
面
が
一
～
五
三
、
裏
面
が
五
四
～
一
〇
五
で
あ
る
。

一�

、
断
簡
の
書
写
年
代
は
、
内
容
・
紙
質
・
書
流
・
書
体
、
及
び
各
断
簡
の
ツ
レ
に
関
す
る
先
行
研
究
等
か
ら
総
合
的
に
推
測
し
、
時
代
区
分
を
記
し
た
。

た
だ
し
「
前
期
・
中
期
・
後
期
」
の
判
断
が
難
儀
な
場
合
は
時
代
区
分
の
み
を
暫
定
的
に
記
し
た
。

一�

、
極
札
は
、
表
面
の
筆
蹟
や
鑑
定
印
か
ら
鑑
定
者
を
判
断
し
丸
括
弧
内
に
記
し
た
。
鑑
定
者
や
鑑
定
印
が
不
明
の
場
合
、
適
宜
「
鑑
定
者
不
詳
」「
印
文

不
読
」
と
記
し
た
。
極
札
の
分
析
は
主
に
下
記
の
資
料
を
参
照
し
た
。
村
上
翠
亭
・
髙
城
弘
一
・
松
村
一
徳
・
小
林
強
・
中
村
健
太
郎
『
古
筆
鑑
定
必

携　

古
筆
切
と
極
札
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

一�

、
料
紙
の
材
質
は
、
雁が

ん
皮ぴ

を
原
料
と
し
て
漉
か
れ
た
紙
は
「
斐ひ

紙し

」、
楮こ

う
ぞを

原
料
と
し
て
漉
か
れ
た
紙
は
「
楮ち

よ
紙し

」、
雁
皮
と
楮
と
を
混
ぜ
て
漉
か
れ
た
と

判
断
で
き
る
紙
は
「
斐ひ

楮ち
よ

交ま
ぜ

漉す
き

紙し

」、
苧
麻
な
ど
を
原
料
と
し
て
漉
か
れ
た
紙
は
「
麻ま

紙し

」
と
記
し
た
。
そ
の
他
の
装
飾
料
紙
等
は
、
例
え
ば
漉
き
染

め
を
部
分
的
に
施
す
「
打う

ち

雲ぐ
も
り」（

雲く
も

紙が
み

）
や
「
飛と

び
雲く

も
」、
金
銀
箔
を
用
い
た
「
切き

り
箔は

く
」「
砂す

な
子ご

」「
揉も

み
箔は

く
」、
金
銀
泥
の
図
柄
や
文
様
の
「
描
き
絵
」
等
は
適
宜
、

記
し
た
。
ま
た
料
紙
分
析
の
際
、
宍
倉
佐
敏
編
著
『
必
携　

古
典
籍
・
古
文
書
料
紙
事
典
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
た
。

一�

、
断
簡
の
書
誌
は
、
原
本
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
料
紙
の
材
質
・
紙
面
の
縦
横
の
法
量
・
字
高
（「
字
面
高
さ
」
と
も
。
本
文
一
行
の
最
上
部
か
ら

最
下
部
ま
で
の
法
量
の
平
均
値
。
な
お
経
断
簡
な
ど
は
界
高
・
界
幅
）
を
記
し
た
。

一�

、
本
文
の
欠
損
文
字
・
判
読
不
能
文
字
は
「
□
」
で
示
し
た
。
視
認
は
可
能
だ
が
判
読
難
儀
な
文
字
、
及
び
他
の
断
簡
や
極
札
と
重
な
り
判
読
不
能
だ
が

推
測
可
能
な
も
の
は
「
□
」
内
に
翻
字
を
示
し
た
。

一�

、
本
文
の
翻
字
は
、
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
実
に
お
こ
な
っ
た
が
、
一
部
現
行
の
字
体
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
記
号
（
合
点
・
声

点
・
見
せ
消
ち
）、
注
記
（
出
典
・
校
異
・
訂
正
・
補
入
・
訓
点
・
評
語
等
）
等
は
で
き
る
限
り
忠
実
に
翻
字
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
一
部
省
略
し
た

箇
所
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
「
備
考
」
欄
に
注
記
・
記
号
の
有
無
を
記
し
た
。

一�

、
出
典
は
、
歌
切
の
歌
番
号
は
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』、
経
切
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://21dzk.l.u-tokyo.

ac.jp/SA
T
/

）
を
、仮
名
散
文
切
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、『
源
氏
物
語
』
は
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
等
を
参
看
し
た
。

ま
た
、
各
断
簡
の
ツ
レ
の
調
査
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
古
筆
切
所
収
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.ac.jp/~kohitu/

）
を
主
に
使
用

し
た
。
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古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

二　

所
収
断
簡
一
覧

一
（
表
１
オ
）　

聖
武
天
皇	

妙
法
蓮
華
経

二
（
表
１
オ
）　

光
明
皇
后	

金
光
明
最
勝
王
経

三
（
表
１
ウ
）　

後
光
厳
天
皇	

臨
永
和
歌
集

四
（
表
２
オ
）　

後
円
融
天
皇	

新
古
今
和
歌
集

五
（
表
２
ウ
）　

後
花
園
天
皇	

源
氏
小
鏡

六
（
表
３
オ
）　

後
崇
光
院	

未
詳
歌
集

七
（
表
３
ウ
）　

尊
良
親
王	

和
漢
朗
詠
集
（
丹
後
切
）

八
（
表
３
ウ
）　

八
条
宮
智
仁
親
王	

短
冊

九
（
表
４
オ
）　

青
蓮
院
慈
道
法
親
王	

未
詳
仏
書

一
〇
（
表
４
オ
）　

青
蓮
院
尊
伝
親
王	

短
冊

一
一
（
表
４
ウ
）　

青
蓮
院
尊
純
法
親
王	
源
氏
物
語

一
二
（
表
５
オ
）　

聖
護
院
道
勝	
古
今
和
歌
集

一
三
（
表
５
オ
）　

聖
護
院
道
応
親
王	

自
讃
歌

一
四
（
表
５
ウ
）　

梶
井
宮
尭
胤
法
親
王	

水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合

一
五
（
表
６
オ
）　

梶
井
宮
彦
胤
法
親
王	

古
今
和
歌
集

一
六
（
表
６
ウ
）　

梶
井
宮
応
胤
入
道
親
王
（
蜻
庵
）　

古
歌
短
冊

一
七
（
表
６
ウ
）　

知
恩
院
良
純
親
王	

新
古
今
和
歌
集

一
八
（
表
７
オ
）　

曼
殊
院
慈
運
親
王	

亜
槐
集

一
九
（
表
７
ウ
）　

聖
護
院
道
増	

百
人
一
首

二
〇
（
表
８
オ
）　

一
乗
院
覚
誉	

古
今
和
歌
集

二
一
（
表
８
ウ
）　

定
法
寺
公
助	

老
葉

二
二
（
表
８
ウ
）　

一
乗
院
良
定	

色
紙

二
三
（
表
９
オ
）　

一
乗
院
良
誉	

未
詳
歌
集

二
四
（
表
９
ウ
）　

近
衛
尚
通	

藤
川
五
百
首

二
五
（
表
10
オ
）　

近
衛
前
久
（
龍
山
）	

書
状

二
六
（
表
10
ウ
）　

九
条
教
家	

弥
勒
講
式

二
七
（
表
11
オ
）　

九
条
稙
通	

続
草
庵
集

二
八
（
表
11
ウ
）　

洞
院
公
賢	

和
漢
朗
詠
集

二
九
（
表
12
オ
）　

大
炊
御
門
経
光	

古
歌
短
冊

三
〇
（
表
12
オ
）　

花
山
院
定
誠	

古
歌
短
冊

三
一
（
表
12
ウ
）　

橋
本
公
夏	

源
氏
物
語

三
二
（
表
13
オ
）　

三
条
公
敦	

源
氏
物
語

三
三
（
表
13
オ
）　

山
科
顕
言	

千
載
和
歌
集

三
四
（
表
13
オ
）　

清
水
谷
実
秋	

拾
玉
集

三
五
（
表
13
ウ
）　

小
倉
実
起	

色
紙

三
六
（
表
14
オ
）　

堀
川
具
世	

新
古
今
和
歌
集

三
七
（
表
14
ウ
）　

清
水
谷
実
久	

伊
勢
物
語

三
八
（
表
15
オ
）　

万
里
小
路
惟
房	

未
詳
経
句
題

三
九
（
表
15
ウ
）　

甘
露
寺
元
長	

歌
枕
名
寄

四
〇
（
表
16
オ
）　

中
山
宣
親	

新
古
今
和
歌
集

四
一
（
表
16
ウ
）　

富
小
路
資
直	

拾
遺
和
歌
集

四
二
（
表
17
オ
）　

藤
原
長
房	

自
讃
歌

四
三
（
表
17
ウ
）　

日
野
勝
光	

古
今
和
歌
集

四
四
（
表
18
オ
）　

水
無
瀬
兼
成	

拾
遺
和
歌
集

四
五
（
表
18
ウ
）　

飛
鳥
井
雅
綱	

後
撰
和
歌
集

四
六
（
表
19
オ
）　

飛
鳥
井
雅
親	

千
載
和
歌
集

四
七
（
表
19
ウ
）　

六
条
有
純	

古
歌
短
冊

四
八
（
表
19
ウ
）　

中
御
門
宣
胤	

拾
玉
集

四
九
（
表
20
オ
）　

久
世
通
音	

短
冊

五
〇
（
表
20
オ
）　

世
尊
寺
行
能	

新
古
今
和
歌
集

五
一
（
表
20
ウ
）　

世
尊
寺
行
尹	

後
撰
和
歌
集

五
二
（
表
21
オ
）　

藤
原
行
成	

妙
法
蓮
華
経
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五
三
（
表
21
オ
）　

小
野
道
風	

妙
法
蓮
華
経

五
四
（
裏
１
オ
）　

朝
野
魚
養	

大
方
広
華
厳
経

五
五
（
裏
１
オ
）　

明
恵
上
人	

大
般
涅
槃
経

五
六
（
裏
１
ウ
）　

俊
寛	

古
今
和
歌
集

五
七
（
裏
２
オ
）　

寂
蓮	

古
今
和
歌
集

五
八
（
裏
２
オ
）　

本
願
寺
実
如	

未
詳
仏
書

五
九
（
裏
２
ウ
）　

慈
鎮
和
尚	

定
家
八
代
抄

六
〇
（
裏
３
オ
）　

藤
原
為
家	

拾
遺
抄

六
一
（
裏
３
ウ
）　

二
条
為
氏	

新
古
今
和
歌
集

六
二
（
裏
４
オ
）　

二
条
為
世	

拾
遺
和
歌
集

六
三
（
裏
４
ウ
）　

定
為	

新
勅
撰
和
歌
集

六
四
（
裏
５
オ
）　

古
筆
了
佐	

奥
書
極

六
五
（
裏
５
ウ
）　

二
条
為
定	
古
今
和
歌
集

六
六
（
裏
６
オ
）　

二
条
為
親	
古
今
和
歌
集

六
七
（
裏
６
ウ
）　

二
条
為
明	

物
語
二
百
番
歌
合

六
八
（
裏
６
ウ
）　

二
条
為
忠	

拾
遺
和
歌
集

六
九
（
裏
７
オ
）　

二
条
為
重	

和
漢
朗
詠
集

七
〇
（
裏
７
ウ
）　

二
条
為
右	

新
後
拾
遺
和
歌
集

七
一
（
裏
８
オ
）　

覚
源	

雲
葉
和
歌
集

七
二
（
裏
８
ウ
）　

冷
泉
為
相	

後
拾
遺
和
歌
集

七
三
（
裏
９
オ
）　

冷
泉
為
秀	

千
載
和
歌
集

七
四
（
裏
９
ウ
）　

藤
原
秀
能	

古
今
和
歌
集

七
五
（
裏
10
オ
）　

足
利
義
視	

歌
枕
名
寄

七
六
（
裏
10
ウ
）　

今
川
了
俊	

未
詳
歌
集

七
七
（
裏
10
ウ
）　

北
条
氏
政	

古
歌
短
冊

七
八
（
裏
11
オ
）　

飯
尾
常
房	

色
紙

七
九
（
裏
11
ウ
）　

池
田
正
能	

竹
林
抄

八
〇
（
裏
11
ウ
）　

桜
井
基
佐	

未
詳
歌
集

八
一
（
裏
12
オ
）　

楠
長
諳	

長
恨
歌

八
二
（
裏
12
オ
）　

蜷
川
親
当	

古
歌
短
冊

八
三
（
裏
12
ウ
）　

仁
和
寺
弘
融	

後
撰
和
歌
集

八
四
（
裏
13
オ
）　

兼
空	

後
拾
遺
和
歌
集

八
五
（
裏
13
ウ
）　

浄
弁	

古
今
和
歌
集

八
六
（
裏
14
オ
）　

頓
阿	

古
今
和
歌
集

八
七
（
裏
14
ウ
）　

尭
孝	

新
続
古
今
和
歌
集（
仏
光
寺
切
）

八
八
（
裏
15
オ
）　

円
雅	

新
古
今
和
歌
集

八
九
（
裏
15
ウ
）　

周
興	

新
続
古
今
和
歌
集

九
〇
（
裏
16
オ
）　

正
徹	

新
古
今
和
歌
集

九
一
（
裏
16
ウ
）　

正
般	

色
紙

九
二
（
裏
17
オ
）　

漸
空
上
人	

倭
名
類
聚
抄

九
三
（
裏
17
ウ
）　

素
眼	

古
歌
短
冊

九
四
（
裏
17
ウ
）　

六
角
堂
専
順	

表
佐
千
句

九
五
（
裏
18
オ
）　

細
見
宗
高	

源
氏
物
語
注
釈

九
六
（
裏
18
ウ
）　

庭
田
雅
秀	

未
詳
歌
集

九
七
（
裏
19
オ
）　

寿
慶	

老
葉
注

九
八
（
裏
19
オ
）　

周
桂	

老
葉
注

九
九
（
裏
19
ウ
）　

宗
硯	

月
村
抜
句

一
〇
〇
（
裏
19
ウ
）　

宗
椿	

源
氏
物
語
和
歌
抄
出

一
〇
一
（
裏
20
オ
）　

宗
養	

短
冊

一
〇
二
（
裏
20
オ
）　

梅
軒
宗
句	

未
詳
歌
集

一
〇
三
（
裏
20
ウ
）　

猪
苗
代
兼
与	

短
冊

一
〇
四
（
裏
20
ウ
）　

北
野
松
梅
院	

短
冊

一
〇
五
（
裏
21
オ
）　

秋
葉
工
庵	

古
今
和
歌
集
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古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

三　

所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
・
本
文
一
覧

一　

伝
聖し

よ
う

武む

天て
ん

皇の
う

筆　
『
妙
法
蓮
華
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
奈
良
時
代

【
極
札
】「
聖
武
天
皇
尓
時
仏

（
審
定
／
眞
蹟
・
朱
）」（
鑑
定
者
不
詳
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
六
・
九
×
横
一
〇
・
五
㎝
。
界
高
二
一・
八
、

界
幅
二
・一
㎝
。

【
本
文
】

　
　

尓
時
仏
告
羅
睺
羅
汝
於
来
世
当
得
作
仏
号
蹈

　
　

七
宝
華
如
来
応
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世
間

【
出
典
】『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
四

二　

伝
光こ

う

明み
よ
う

皇こ
う

后ご
う

筆　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代

【
極
札
】�「
光
明
皇
后
宝
豊
足

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
六
×
横
八
・
一㎝
。
界
高
一
九
・
四
、�

界
幅
一
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　
　

宝
豊フ

足
受
用
不
相
侵シ

ム
奪タ

ツ
随
彼
宿
因
而
受
其
報

　
　

不
起
悪
念
貪
求
他
国
咸
生
少
欲
利
楽
之
心
無

【
出
典
】『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
六

【
備
考
】
朱
点
・
書
き
入
れ
あ
り
。
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三　

伝
後ご

光こ
う

厳ご
ん

天て
ん

皇の
う

筆　
『
臨
永
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�
極
札
「
後
光
厳
院
吹
風
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
三
・
七
×
横
一
五
・
二
㎝
。
字
高
、

約
二
〇
・
一
㎝
。

【
本
文
】

　
　

時
雨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祝
部
成
久
宿
祢

�

吹
風
に
山
の
葉
こ
え
て
ゆ
く
雲
の
や
す
ら
ふ
ほ
と
も
な
き
し
く
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
範
貞

�

山
か
せ
も
け
さ
は
は
け
し
く
ふ
き
か
へ
て
時
雨
を
い
そ
く
う
き
雲
の
空

　
　

梯
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
貞
宗

�

か
せ
は
や
み
山
の
里
は
時
雨
に
て
雲
の
う
へ
な
る
峯
の
か
け
は
し

　
　

文
保
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
参
議　
雅
孝
卿

【
出
典
】『
臨
永
和
歌
集
』
巻
第
四
・
冬
歌
・
二
三
六
～
二
三
八

四　

伝
後ご

円え
ん

融ゆ
う

天て
ん

皇の
う

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代
末
期

【
極
札
】�「
後
圓
融
院
あ
は
れ
と
み

（「
隨
道
」・
朱
瓢
型
印
）」（
三
代
畠
山

牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
四
×
横
一
四
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
一
八
・
二
㎝
。

【
本
文
】

あ
は
れ
と
み
す
や
か
も
の
み
つ
か
き

　

ひ
ろ
は
た
の
み
や
す
と
こ
ろ
に
つ
か

　

は
し
け
る　
　
　

天
暦
御
哥

逢
こ
と
を
は
つ
か
に
み
え
し
月
影
の

お
ほ
ろ
け
に
や
は
あ
は
れ
と
も
お
も
ふ

　

題
し
ら
す　
　
　

伊
勢

さ
ら
し
な
や
お
は
す
て
山
の
あ
り
明
の

つ
き
す
も
も
の
を
お
も
ふ
頃
か
な

【
出
典
】�『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
一
二
五
五
～
一
二�

五
七
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古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

五　

伝
後ご

花は
な

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

筆　
『
源
氏
小
鏡
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�
「
後
花
園
院
〳
〵
御
ら
ん

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三

代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
二
・
五
×
横
一
七
・
一
㎝
。
字
高
、�

約
二
〇
・
五
㎝
。

【
本
文
】

〳
〵
御
ら
ん
す
る
に
み
や
こ
よ
り
御
む
か
へ
に
と
ふ
の

ち
う
し
や
う
さ
ち
う
へ
ん
な
と
ま
い
り
て
と
う
の
ち
う

し
や
う
は
ふ
え
を
ふ
き
さ
ち
う
へ
ん
は
あ
ふ
き
う

ち
た
ゝ
き
と
よ
ら
の
て
ら
の
に
し
な
れ
や
な
と
ゝ

う
た
い
な
し
て
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
は
御
と
も
の
人

〳
〵
に
し
山
な
に
か
し
の
た
け
す
ま
あ
か
し
の
も
の

か
た
り
を
い
ひ
い
た
し
た
る
そ
の
と
き
あ
か
し

の
う
へ
の
事
を
も
き
ゝ
そ
め
給
ふ
又
む
ら
さ
き
の

う
へ
二
て
う
の
ゐ
ん
へ
む
か
へ
給
ひ
し
と
き
あ
さ
ひ

い
ろ
の
き
ぬ
を
き
せ
給
ふ
九
月
に
は
き
み
に
お

く
れ
給
ひ
て
十
月
け
ん
し
の
む
か
へ
給
ふ

【
出
典
】『
源
氏
小
鏡
』「
若
紫
」
巻

六　

伝
後ご

崇す
こ

光こ
う

院い
ん

（
伏ふ

し

見み
の

宮み
や

貞さ
だ

成ふ
さ

親し
ん

王の
う

）
筆　

未
詳
歌
集
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
後
崇
光
院
人
し
れ
す

（「
牛
菴
」・
朱
瓢
型
印
）」（
二
代
畠
山

牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
八
・
〇
×
横
一
三
・
六
㎝
。
字
高
、�

約
二
三
・
二
㎝
。

【
本
文
】

人
し
れ
す
あ
つ
め
し
雪
も
時
し
ら
て
老
て
世
に
ふ
る
身
を
い
か
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

太
上
法
王

君
か
世
に
あ
ら
す
は
な
に
と
老
ら
く
の
う
き
身
に
た
の
む
命
に
は
せ
ん

　
　
　
　

普
広
院
よ
ま
せ
ら
れ
し
中
に

世
の
人
の
仰
に
つす

きけ
て
た
の
む
か
な
君
の
想
は
ひ
と
の
な
ら
ぬ
と

　
　
　
　

述
懐
依
人　
　

 

よ
み
人
し
ら
す

う
し
と
て
も
世
を
も
人
を
と
も
う
ら
み
し
に
数
な
ら
ぬ
身
は
あ
る
に
ま
か
せ
て

【
出
典
】
未
詳
歌
集

〻
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七　

伝
尊た

か

良よ
し

親し
ん

王の
う

筆　
『
和
漢
朗
詠
集
』
断
簡
（
丹
後
切
）

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
時
代
初
期

【
極
札
】�「
尊
良
親
王

後
醍
醐
帝
一
宮

昨
日
山
中
之

（「
養
心
」・
黒
方
印
）」（
三
代
神
田

道
僖
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
三
一・
三
×
横
六
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
二
五
・一
㎝
。
界
高
二
五
・
六
、
界
幅
三
・
一
㎝
。

【
本
文
】

昨
日
山
中
之
木
材
取
於
己
今
日
庭
前

之
花
詞
慙
於
人

【
出
典
】『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
文
詞
［
付
随
文
］・
篤
茂
・
四
七
四
。

【
備
考
】
朱
書
入
れ
あ
り
。

八　

伝
八は

ち

条
じ
よ
う
の

宮み
や

智と
し

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
宮
智
仁
親
王
い
つ
も
き
く

（「
養
心
」・
黒
方
印
）」（
三
代
神
田

道
僖
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
上
方
金
銀
砂
子
菱
形
文
様
・
下
方
金
砂
子
銀
切
箔
・
中

間
金
泥
鶴
下
絵
）
墨
書　

縦
三
六
・
六
×
横
五
・
八
㎝
。
界
線

二
五
・
四
、
界
幅
三
・
一
㎝
。

【
本
文
】

い
つ
も
き
く
鐘
の
声
か
は
所
か
く

ち
る
も
え
な
ら
ぬ
花
の
木
□　

色

【
出
典
】
未
詳
歌

【
備
考
】「
木
□
」
の
箇
所
、
銀
切
箔
に
文
字
が
重
な
り
不
読
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

九　

伝
青し

よ
う

蓮れ
ん

院い
ん

慈じ

道ど
う

法ほ
つ

親し
ん

王の
う

筆　

未
詳
仏
書
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】「
青
蓮
院
殿
慈
道
法
親
王
（「
幽
碩
」・
黒
方
印
）」（
末
田
幽
碩
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
三
〇
・
〇
×
横
六
・
五
㎝
。
界
高
二
五
・
四
、

界
幅
三
・
一
㎝
。

【
本
文
】

不
生
不
滅
潅
頂
輸
伽
無
㝵
自
在
憶
彼

理
趣
同
此
秘
密
初
肖
不
生
之
梵
音
即
是

【
出
典
】�「
不
生
～
自
在
」
ま
で
が
空
海
『
理
趣
経
開
題
』
と
一
致
す
る
。

「
憶
彼
」
以
下
、
未
詳
。

【
備
考
】
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り
。

一
〇　

伝
青し

よ
う

蓮れ
ん

院い
ん

尊そ
ん

伝で
ん

親し
ん

王の
う

筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
⃞青
蓮
院
殿
尊
傳
親
王
名
も
高
き

（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川

勝
宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
藍
地
紫
金
鳥
銀
草
花
下
絵
）
墨
書　

縦
三
四
・
二
×

横
四
・
九
㎝
。
字
高
、
約
二
四
・
五
㎝
。

【
本
文
】

名
も
高
き
吉
野
の
山
も
い
か
は
か
り

か
へ
る
お
も
ひ
の
花
に
せ
か
れ
て

【
出
典
】
未
詳
歌
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一
一　

伝
青し

よ
う

蓮れ
ん

院い
ん

尊そ
ん

純じ
ゆ
ん

法ほ
つ

親し
ん

王の
う

筆　
『
源
氏
物
語
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
青
蓮
院
尊
純
親
王
花
そ
の
ゝ

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
七
×
横
一
七
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
八
㎝
。

【
本
文
】

　

花
そ
の
ゝ
こ
て
う
を
さ
へ
や
下
草
に
秋
ま
つ

む
し
は
う
と
く
み
る
ら
ん
宮
か
の
紅
葉
の
御
か
へ

り
成
け
り
と
ほ
を
ゑ
み
て
御
ら
ん
す
昨
日
の
女

房
た
ち
も
け
に
花
の
色
は
え
を
と
さ
せ
給
ま

し
か
り
け
り
と
は
な
に
お
れ
つ
ゝ
き
こ
え
あ
へ
り

う
く
ひ
す
の
う
ら
ゝ
か
な
る
ね
に
鳥
の
か
く

は
な
や
か
に
き
ゝ
わ
た
さ
れ
て
池
の
水
鳥
も

【
出
典
】�『
源
氏
物
語
』「
胡
蝶
」
巻
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
七
八
六
頁
七
～
一
〇
行
目
。

一
二　

伝
聖し

よ
う

護ご

院い
ん

道ど
う

勝し
よ
う

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代

【
極
札
】�「
聖
護
院
殿
道
勝
木
の
間
よ
り

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
二
代

朝
倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
金
銀
泥
雲
霞
銀
砂
子
）
墨
書　

縦
三
六
・
六
×
横
五
・
三㎝
。

字
高
、
約
二
七
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

木
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
み
れ
は

こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
四
・
秋
歌
上
・
一
八
四
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

一
三　

伝
聖し

よ
う

護ご

院い
ん

道ど
う

応お
う

親し
ん

王の
う

筆　
『
自
讃
歌
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
期

【
極
札
】�「
聖
護
院
道
應
親
王
お
も
影
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
五
・
〇
×
横
一
一
・
一
㎝
。
字
高
、

約
二
三
・
五
㎝
。
裏
書
き
あ
り
。

【
本
文
】

お
も
影
の
霞
め
る
月
そ
や
と
り
け
る
春
や
む
か
し
の
袖
の
な
み
た
に

あ
た
に
ち
る
露
の
ま
く
ら
に
ふ
し
わ
ひ
て
う
つ
ら
な
く
な
り
床
の
山
か
せ

色
か
は
る
露
を
は
袖
に
を
き
ま
よ
ひ
う
ら
か
れ
て
ゆ
く
野
へ
の
秋
か
せ

露
か
れ
は
そ
こ
と
も
み
え
すぬ

イ
草
の
は
ら
誰
に
と
は
ま
し
秋
の
名
残
を

い
に
し
へ
の
秋
の
空
ま
て
す
み
た
河
月
に
こ
と
ゝ
ふ
そ
て
の
露
か
な

お
し
めむ

イと
も
涙
に
月
はも

イ心
か
ら
な
れ
ぬ
る
袖
に
秋
を
う
ら
み
て

【
出
典
】�『
自
讃
歌
』
俊
成
女
・
七
二
～
七
六
・
七
八
。「
お
も
影
の
」

七
二
番
歌
、「
あ
た
に
ち
る
」
七
三
番
歌
、「
色
か
は
る
」
七
六

番
歌
、「
露
か
れ
は
」
七
八
番
歌
、「
い
に
し
へ
の
」
七
四
番
歌
、

「
お
し
め
と
も
」
七
五
番
歌
。

一
四　
伝
梶か

じ
い
の
み
や

井
宮
尭ぎ
よ
う
胤い
ん
法ほ
つ
親し
ん
王の
う
筆　
『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
梶
井
堯
胤
親
王
明
る
ま
を

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
五
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
二
三
・
六
㎝
。

【
本
文
】

右　
　
　

権
中
納
言

明
る
ま
を
な
に
う
ら
み
け
む
あ
ふ
こ
と
の

名
残
に
い
ま
は

恋
し
き
も
の
を

左
水
の
し
ら
玉
い
ま
は
と
て
と
い
へ
る
た
ゆ
む

も
し
ら
ぬ
な
と
心
を
か
し
く
侍
を
右
す
ゑ
の

句
や
す
ら
か
に
侍
へ
し
よ
り
て
左
の
勝
に
つ
け
て

侍
よ
し
な
る
へ
し

廿
六
番　

暮ク
レ

ノ

恋

　

左
勝　
　
　
　
　

親
定

い
か
に
せ
む
こ
ぬ
夜
の
あ
ま
た
の
袖
の
露
に

月
を
の
み
ま
つ

夕
暮
の
空

【
出
典
】『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
二
五
～
二
六
番
、
五
〇
・
五
一
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一
五　

伝
梶か

じ
い
の
み
や

井
宮
彦げ
ん

胤い
ん

法ほ
つ

親し
ん

王の
う

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
梶
井
彦
胤
法
親
王
る
お
り
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
九
五
×
横
一
五
・
五
㎝
。
字
高
、
詞
書
、

約
一
七
・
六
㎝
、
和
歌
、
約
二
〇
・
九
㎝
。

【
本
文
】

　
　

る
お
り
に
し
ろ
き
と
り
の
は
し
と
あ
し
と
あ
か
き
河

　
　

の
ほ
と
り
に
あ
そ
ひ
け
り
京
に
は
見
え
ぬ

　
　

と
り
な
り
け
れ
は
み
な
人
見
し
ら
す
わ
た
し

　
　

も
り
に
こ
れ
は
な
に
と
り
そ
と
と
ひ
け
れ
は

　
　

こ
れ
な
む
宮
こ
と
り
と
い
ひ
け
る
を
き
ゝ
て

　
　

よ
め
る

名
に
し
お
は
ゝ
い
つ
こ
と
ゝ
は
む
都
鳥
わ
か
思
人
は
有
や
な
し
や
と

　
　

題
し
ら
す　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
九
・
羈
旅
歌
・
四
一
一
・
在
原
業
平

一
六　

伝
梶か

じ
い
の
み
や

井
宮
応お
う

胤い
ん

入に
ゆ
う

道ど
う

親し
ん

王の
う

（
蜻せ
い

庵あ
ん

）
筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】「
梶
井
殿
蜻
菴
（
琴
山
・
黒
方
印
）」（
古
筆
家
初
代
了
佐
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
三
六
・
四
×
横
五
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
一
七
・
八
㎝
。

【
本
文
】

松
雪 

わ
か
や
と
は
け
ふ
ふ
る
雪
に
う
つ
も
れ
て

　
　
　

ま
つ
た
に
か
せ
の
音
信
も
せ
す

【
出
典
】�

道
助
法
親
王
家
五
十
首
。『
万
代
和
歌
集
』
巻
第
六
・
冬
歌
・

一
四
六
三
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
八
・
冬
歌
・
五
〇
九
。

上
記
歌
集
で
は
、「
け
ふ
」
が
「
け
さ
」
と
あ
る
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

一
七　

伝
知ち

恩お
ん

院い
ん

良り
よ
う

純じ
ゆ
ん

親し
ん

王の
う

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
知
恩
院
良
純
法
親
王
空
は
猶

（「
隨
道
」・
朱
瓢
型
印
）」（
三
代

畠
山
牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
七
・
三
×
横
一
四
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
一
四
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
政
太
政
大
臣

空
は
猶
霞
も
や
ら
す
風
さ
え
て
雪
け
に
曇
る
春
の
夜
の
月

　
　

和
歌
所
に
て
春
山
月
と
い
ふ
心
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

山
ふ
か
み
な
を
影
さ
む
し
春
の
月
空
か
き
く
も
り
雪
は
ふ
り
つ
ゝ

　
　

詩
を
つ
く
ら
せ
て
哥
に
あ
は
せ
侍
り
し
に
水
郷
春
望

　
　

と
い
ふ
こ
と
を　
　
　

左
衛
門
督
通
光

 

み
し
ま
江
や
霜
も
ま
た
ひ
ぬ
あ
し 

の
は
に
つ
の
く
む
程
の
春
風
そ 
吹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
秀
能

夕
月
夜
し
ほ
み
ち
く
ら
し
難
波
江
の
あ
し
の
わ
か
葉
を
こ
ゆ
る
白
浪

【
出
典
】『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・
春
歌
上
・
二
三
～
二
六

一
八　

伝
曼ま

ん

殊し
ゆ

院い
ん

慈じ

運う
ん

親し
ん

王の
う

筆　
『
亜
槐
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
曼
殊
院
慈
運
親
王
く
る
ゝ
ま
て

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
五
・
四
×
横
一
五
・
九
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　
　

薄
似
袖

く
る
ゝ
ま
て
ま
ね
く
尾
花
の
袖
み
え
て
を
ち
か
た
野
へ
は
行
人
も
な
し

　
　

苅
萱

百
草
も
ま
せ
ゆ
ふ
庭
も
か
る
か
や
は
葉
に
を
く
露
そ
猶
み
た
れ
け
る

　
　

槿

夜
も
す
か
ら
露
に
む
も
れ
て
ね
く
た
れ
の
花
の
槿
あ
か
ぬ
色
か
な

　
　

籬
槿

花
み
ん
と
お
も
は
ぬ
し
は
の
籬
を
も
う
つ
む
計
に
か
ゝ
る
あ
さ
か
ほ

　
　

戸
外
槿

松
の
戸
の
と
き
は
の
影
は
し
は
し
猶
朝
日
か
く
れ
に
残
る
朝
か
ほ

【
出
典
】�『
亜
槐
集
』
巻
第
五
・
五
七
〇
～
五
七
四
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一
九　

伝
聖し

よ
う

護ご

院い
ん

道ど
う

増ぞ
う

筆　
『
百
人
一
首
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
聖
護
院
殿
道
増
准
三
后
君
か
た
め

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古

筆
別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
六
・
〇
×
横
一
七
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
二
㎝
。

【
本
文
】

君
か
た
め
お
し
か
ら
さ
り
し
命
さ
へ
な
か
く
も
か
な
と
お
も
ひ
け
る
か
な

	

藤
原
実
方
朝
臣

か
く
と
た
に
え
や
は
い
ふ
き
の
さ
し
も
草
さ
し
も
し
ら
し
な
も
ゆ
る
思
ひ
を

	

藤
原
通
信
朝
臣

明
ぬ
れ
は
く
る
ゝ
物
と
は
し
り
な
か
ら
猶
う
ら
め
し
き
朝
朗
か
な

	

右
大
将
道
綱
母

歎
つ
ゝ
独
ぬ
る
夜
の
あ
く
る
ま
は
い
か
に
久
し
き
物
と
か
は
し
る

	

儀
同
三
司
母

忘
し
の
行
末
ま
て
は
か
た
け
れ
は
今
日
を
限
の
命
と
も
か
な

	

大
納
言
公
任

【
出
典
】『
百
人
一
首
』
五
〇
〜
五
四

二
〇　

伝
一い

ち

乗じ
よ
う

院い
ん

覚か
く

誉よ

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
一
乗
院
覚
誉
大
僧
正
き
た
山
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆

別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
五
・
四
×
横
一
七
・
四
㎝
。
字
高
、
詞
書
、

約
二
〇
・
〇
㎝
、
和
歌
、
約
二
二
・
四
㎝
。

【
本
文
】

　
　

き
た
山
に
紅
葉
お
ら
ん
と
ま
か
れ
り
け
る
と
き
に

　
　

よ
め
る　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

み
る
人
も
な
く
て
ち
り
ぬ
る
奥
山
の
紅
葉
は
よ
る
の
錦
成
け
り

　
　

秋
の
う
た　
　
　
　
　

か
ね
み
の
王

た
つ
田
姫
た
む
く
る
神
の
あ
れ
は
こ
そ
秋
の
木
葉
の
ぬ
さ
と
ち
る
ら
め

　
　

を
の
と
い
ふ
所
に
す
み
侍
け
る
と
き
も
み
ち
を

　
　

み
て
よ
め
る　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

秋
の
山
紅
葉
を
ぬ
さ
と
た
む
く
れ
は
す
む
我
さ
へ
そ
た
ひ
心
ち
す
る

　
　

神
な
ひ
の
山
を
す
き
て
た
つ
田
川
を
わ
た
り

　
　

け
る
と
き
に
紅
葉
の
な
か
れ
け
る
を
よ
め
る

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
二
九
七
〜
三
〇
〇
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

二
一　

伝
定じ

よ
う

法ほ
う

寺じ

公こ
う

助じ
よ

筆　
『
老
葉
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
定
法
寺
公
助
僧
正
さ
夜
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
八
・
〇
㎝
×
横
一
三
・
六
㎝
。
字
高
、

上
句
、
約
一
五
・
〇
㎝
、
下
句
、
一
七
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

　

さ
夜
の
ほ
た
る
そ
あ
を
く
明
た
つ

白
妙
の
雲
の
は
山
に
蝉
鳴
て

　

山
の
は
う
す
く
め
く
る
む
ら
雨

夕
か
せ
に
蝉
な
く
木
末
露
お
ち
て

　

野
は
ら
の
色
の
か
る
ゝ
程
な
さ

花
に
お
る
か
め
の
夏
草
打
し
ほ
れ

　

よ
ろ
こ
ひ
の
眉
を
は
い
つ
か
ひ
ら
か
ま
し

ゆ
ふ
か
ほ
か
ゝ
る
わ
ひ
人
の
や
と

【
出
典
】『
老
葉
』
第
二
・
夏
連
歌
・
二
八
九
～
二
九
六

二
二　

伝
一い

ち

乗じ
よ
う

院い
ん

良り
よ
う

定じ
よ
う

筆　

色
紙

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
一
乗
院
殿

良
定　

有
明
の
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代
了
任
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
僅
か
に
金
揉
箔
）
墨
書　

縦
一
六
・
九
×
横
一
二
・
七
㎝
。

字
高
、
約
一
五
・
二
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　

藤
原
仲
文

い
た
く　
　
　

我
か

　

ふ
け
に　
　
　
　
　

よ
の

　
　

有
明
の
月
の

　
　
　

ひ
か
り
を
ま

け
る　
　
　

つ
ほ
と

　

か
な　
　
　
　
　

に

【
出
典
】�『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
八
・
雑
上
・
四
三
六
（『
拾
遺
抄
』
巻
十
・

雑
下
・
五
〇
一
）。「
有
明
の
月
の
光
を
ま
つ
ほ
ど
に
我
が
世
の

い
た
く
ふ
け
に
け
る
か
な
」
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二
三　

伝
一い

ち

乗じ
よ
う

院い
ん

良り
よ
う

誉よ

筆　

未
詳
歌
集
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
一
乗
院
良
誉
大
僧
正
ち
り
ゆ
き
し

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆

別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
一
・
一
×
横
一
三
・
一
㎝
。
字
高
、
上
句
、

約
一
四
・
五
㎝
、
下
句
、
一
五
・
八
㎝
。

【
本
文
】

　

ち
り
敷
し
花
は
又
さ
く
春
の
き
て

去
年
の
あ
ら
し
の
か
す
む
山
さ
と

　

わ
ら
ひ
を
折
し
人
の
あ
は
れ
さ

春
山
の
木
の
し
た
道
に
畑
う
ち
て

　

い
そ
く
時
こ
そ
あ
し
を
そ
く
な
れ

御
狩
野
に
は
し
る
き
ゝ
す
の
飛
立
て

　

か
へ
さ
そ
を
そ
き
春
の
山
み
ち

苔
を
ふ
み
霞
を
分
る
寺
ふ
り
て

【
出
典
】�

未
詳
歌
集
。
『
宗
祇
百
句
』
春
部
、「
ち
り
ゆ
き
し
」（
一
一
）、

「
わ
ら
ひ
を
折
り
し
」（
三
七
）、「
春
山
の
」（
三
八
）、
以
下

未
詳
。

二
四　

伝
近こ

の
え衛
尚ひ
さ

通み
ち

筆　
『
藤
川
五
百
首
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
近
衛
殿

尚
通
卿　
　

し
た
へ
と
も
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代

了
任
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
二
五
・
九
×
横
七
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

　
　

舟
中
暮
春

し
た
へ
と
も
春
は
と
ま
ら
ぬ
お
な
し
江
の
た
な
ゝ
し
小
舟
こ
き
や
帰
ら
ん

　
　

卯
花
隠
路

卯
花
の
色
に
も
猶
や
た
と
る
ら
む
雪
に
ま
よ
ひ
し
小
野
ゝ
細
道

【
出
典
】�『
藤
川
五
百
首
』「
し
た
へ
と
も
」（
九
八
）・「
卯
花
の
」（
一
〇
三
）
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

二
五　

伝
近こ

の
え衛
前さ

き

久ひ
さ

（
龍
山
）
筆　

書
状
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期
～
安
土
桃
山
時
代

【
極
札
】�「
近
衛
殿
龍
山
御
判
形
（
琴
山
・
黒
方
印
）」（
古
筆
本
家
五
代
了

珉
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
一
七
・
三
×
横
一
六
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
七
・
七
㎝
。

【
本
文
】

正
月
十
一
日
（
花
押
）

　
　
　

甫
庵

【
出
典
】�

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
、『
太
閤

記
』
や
『
信
長
紀
』
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
小お

瀬ぜ

甫ほ

庵あ
ん

（
一
五
六
四
～
一
六
四
〇
）
に
宛
て
た
書
状
の
自
署
名
箇
所
の

断
簡
。
花
押
は
前
久
。

二
六　

伝
九く

条じ
よ
う

教の
り

家い
え

筆　
『
弥
勒
講
式
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
弘
誓
院
殿
教
家
卿
第
三

（「
箕
山
」・
黒
方
印
）」（
藤
本
了
因
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
三
二
・
〇
×
横
一
六
・
八
㎝
。
界
高
二
六
・
五
、

界
幅
二
・
七
㎝
。

【
本
文
】

第
三
欣
求
内
院
者
依
惣
別
因
縁
既
帰
依
慈
尊
須

欣
求
兜
率
以
期
値
遇
夫
十
方
三
世
補
処
菩
薩

将
成
正
覚
先
住
兜
率
預
薫
修
勝
業
厳
浄
其

処
可
謂
穢
土
中
浄
土
也
事
是
鄭
重
勿
輒
軽
哢

矣
於
菩
薩
所
居
有
外
院
有
内
院
上
生
経
云
若

我
住
世
一
少
劫
中
広
説
不
能
窮
盡
我
等
拙
詞

【
出
典
】『
弥
勒
講
式
』（
貞
慶
撰
）
か

【
備
考
】
朱
点
・
書
き
入
れ
あ
り
。
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二
七　

伝
九く

条じ
よ
う

稙た
ね

通み
ち

筆　
『
続
草
庵
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期
～
安
土
桃
山
時
代

【
極
札
】�「
九
条
殿
稙
通
公
か
さ
こ
し
や

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
上
方
に
青
色
卍
繋
ぎ
文
様
、
下
方
に
青
色
牡
丹
唐
草
文
様
）

墨
書　

縦
二
三
・
四
×
横
一
八
・
六
㎝
。
字
高
、
約
二
一
・
七
㎝
。

【
本
文
】

か
さ
こ
し
や
谷
に
夕
ゐ
る
白
雲
の
中
に
そ
落
る
き
そ
の
山
河

　
　

長
河
似
帯
と
い
ふ
事
を

玉
川
の
水
の
な
か
れ
の
行
め
く
り
た
え
ぬ
や
ゝ
か
て
ゐ
て
の
下
を
ひ

　
　

寛
耀
贈
都
に
絵
を
あ
つ
ら
へ
侍
し
を
か
き

　
　

て
を
く
り
侍
し
返
こ
と
に

難
波
津
の
か
せ
の
心
の
か
よ
ひ
て
や
ゑ
し
ま
か
磯
の
浪
も
か
く
ら
ん

　
　

雨
後
眺
望

つ
ね
よ
り
も
見
そ
ま
ち
か
き
須
磨
の
う
ら
や
雨
の
晴
ま
の
あ
は
ち
嶋
山

　
　

古
集
五
言
題
百
首
に
蒼
苔
満
山
径

暮
ぬ
よ
り
日
影
も
見
え
す
み
山
木
の
う
へ
は
し
け
れ
る
苔
の
通
路

　
　

将
軍
家
三
首
に
山
路
雲

白
雲
の
う
つ
む
山
路
の
末
な
れ
や
夕
日
う
つ
ろ
ふ
嶺
の
か
け
は
し

【
出
典
】『
続
草
庵
集
』
巻
第
三
・
雑
部
・
四
〇
四
～
四
〇
九

二
八　

伝
洞と

う

院い
ん

公き
ん

賢か
た

筆　
『
和
漢
朗
詠
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
洞
院
殿
公
賢
公
梅　

付
紅
梅
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆

別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
八
・
八
×
横
一
四
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
二
㎝
。

【
本
文
】

十
三
梅　

付
紅
梅

千
梅
柳　

白
片
落
梅
浮
澗
水
黄
梢
新
柳
出
城
墻 

春
全

白　

千
八立

春　

梅
花
帯
雪
飛
琴
上
柳
色
和
煙
入
酒
中 

章
孝
標　
　
　

早
春
初
晴
野
宴

　
　
　

漸
薫
臘
雪
新
封
裏
偸
綻
春
風
未
扇
先 

寒
梅
結
早
花

村
上
御
製　

　
　
　

青
絲
縿
出
陶
門
柳
白
玉
裝
成
廋
嶺
海 

尋
春
花

江
相
公

【
出
典
】『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
・
八
七
～
九
〇

【
備
考
】
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

二
九　

伝
大お

お

炊い

御み

門か
ど

経つ
ね

光み
つ

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代

【
極
札
】�「
大
炊
御
門
殿
経
光
公
夕
さ
れ
は

（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川

勝
宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
金
切
箔
揉
箔
砂
子
散
金
草
木
文
様
）
墨
書　

�

縦
三
五
・
七
×
横
五
・
七
㎝
。
字
高
、
約
二
六
・
五
㎝
。

【
本
文
】

夕
さ
れ
は
ま
た
れ
し
物
と
お
も
ふ
こ
そ

　

こ
ゝ
ろ
に
残
る
か
た
み
成
け
れ

【
出
典
】�『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
一
二
一
七
番
・
大お

お

江え
の

忠た
だ

成し
げ

三
〇　

伝
花か

山ざ
ん

院い
ん

定さ
だ

誠の
ぶ

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
花
山
院
殿

定
誠
卿　
　

ま
つ
あ
さ
る

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝
倉

茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
金
切
箔
揉
箔
砂
子
散
金
草
木
文
様
）
墨
書　

�

縦
三
六
・
一
×
横
五
・
五
㎝
。
字
高
、
約
二
六
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

平
沙　
　

ま
つ
あ
さ
る
芦
へ
の
と
も
に
さ
そ
は
れ
て

　

落
鳫　

そ
ら
行
か
り
も
ま
た
く
た
る
な
り

【
出
典
】『
瀟
湘
八
景
詩
歌
』
所
収
、
冷れ

い
泉ぜ

い
為た

め
相す

け
詠
か
。
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三
一　

伝
橋は

し

本も
と

公き
ん

夏な
つ

筆　
『
源
氏
物
語
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
橋
本
殿
公
夏
卿
の
御
心
よ
せ

（「
隨
道
」・
朱
瓢
型
印
）」（
三
代
畠

山
牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
三
×
横
一
三
・
六
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
三
㎝
。

【
本
文
】

の
御
心
よ
せ
な
る
梅
の
か
を
め
て
お
は
す
る
し
つ
ね
を
を
し
お
り
て
ま
い
り

給
へ
る
に
ほ
ひ
の
い
と
え
ん
に
め
て
た
き
を
お
り
お
か
し
と
お
ほ
し
て

　

おみる
人
の
心
に
か
よ
ふ
は
な
な
れ
や
色
に
は
出
す
し
た
に
に
ほ
へ
る

と
の
給
へ
は

　

み
る
人
に
か
こ
と
よ
せ
け
る
花
の
え
を
心
し
て
こ
そ
お
る
へ
か
り
け
れ

わ
つ
ら
は
し
く
と
た
は
ふ
れ
か
は
し
給
へ
る
い
と
よ
き
御
あ
は
ひ
也
こ
ま
や
か
な
る
御

物
語
と
も
に
な
り
て
は
か
の
山
さ
と
の
御
事
を
そ
ま
つ
は
い
か
に
と
宮
は
き
こ
え

給
中
納
言
も
過
に
し
か
た
の
あ
か
す
か
な
し
き
事
そ
の
か
み
よ
り
け
ふ
ま
て

お
も
ひ
の
た
え
ぬ
よ
し
お
り
〳
〵
に
つ
け
て
あ
は
れ
に
も
お
か
し
う
も
な
き
み
わ
ら
ひ
み

【
出
典
】�『
源
氏
物
語
』「
早
蕨
」
巻
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
一
六
七
九
頁
六
行
目
～
一
六
八
〇
頁
一
行
目
。

【
備
考
】
朱
墨
の
書
き
入
れ
あ
り
。

三
二　

伝
三さ

ん

条じ
ょ
う

公き
ん

敦あ
つ

筆　
『
源
氏
物
語
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
轉
法
輪
殿
公
敦
公
ひ
き
こ
え
け
れ

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆

別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
五
・
四
×
横
一
一
・
四
㎝
。
字
高
、

約
一
二
・
八
㎝
。

【
本
文
】

ひ
き
こ
え
け
れ
を
の
〳
〵
我
身
の
よ
る
へ
と
た
の

ま
ん
に
い
と
た
の
も
し
き
人
な
り
是
に
あ
し

く
せ
ら
れ
て
は
此 

ち
か 

き
せ
か
い
に
は
め
く
ら
ひ

い
く
き
は
に
哥
よ
ま
ゝ
ほ
し
か
り
け
れ
は
や
ゝ
ひ
さ

し
う
お
も
ひ
め
く
ら
し
て

【
出
典
】�『
源
氏
物
語
』「
玉
鬘
」
巻
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
七
二
四
頁
四
～
六
行
目
、
及
び
七
二
六
頁
八
～
九
行

目
に
相
当
。

【
備
考
】�

三
と
四
行
目
間
に
紙
継
ぎ
の
痕
跡
あ
り
。
一
～
三
行
目
と
四
～

五
行
目
と
は
本
文
内
容
が
連
続
せ
ず
、
も
と
二
葉
別
々
の
断
簡

同
士
が
継
が
れ
、
一
葉
に
仕
立
て
ら
れ
た
か
。
当
該
断
簡
に
つ

い
て
は
拙
稿
「
伝
三
条
公
敦
筆
源
氏
物
語
断
簡
考
」（『
早
稲
田

大
学
図
書
館
紀
要
』
六
七
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
参
照
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

三
三　

伝
山や

ま

科し
な

顕あ
き

言と
き

筆　
『
千
載
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
山
科
殿
顕
言
卿
毎
春
花
芳
と

（
箕
山
・
黒
方
印
）」（
藤
本
了
因
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
三
・
三
×
横
一
二
・
八
㎝
。
字
高
、�

約
一
一
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

　
　

毎
春
花
芳
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ

　
　

を
よ
め
る

　
　
　
　

源
仲
忠

春
を
へ
て
匂
を
そ
ふ
る
山
さ
く
ら

花
は
老
こ
そ
さ
か
り
な
り
け
れ

　
　

百
首
の
哥
た
て
ま
つ
り
け
る

　
　

時
よ
め
る

　
　
　
　

待
賢
門
院
堀
河

し
ら
雲
と
峯
の
桜
は
み
ゆ
れ
と
も

日
の
ひ
か
り
は
へ
た
て
さ
り
け
り

【
出
典
】『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
七
一
・
七
二

三
四　

伝
清し

水み
ず

谷だ
に

実さ
ね

秋あ
き

筆　
『
拾
玉
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
清
水
谷
殿

実
秋
卿　

春
こ
と
に
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
七
・
〇
×
横
七
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
一
四
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　

当
座
十
首

　
　

依
花
忘
行

春
こ
と
に
花
に
こ
ゝ
ろ
の
入
ぬ
れ
は
家
を
い
て
に
し
か
ひ
な
か
り
け
り

　
　

遥
望
藤
花

な
か
め
や
る
た
か
ね
の
藤
の
花
さ
か
り
心
に
か
ゝ
る
雲
か
と
そ
み
る

【
出
典
】『
拾
玉
集
』
第
四
・
四
二
二
七
・
四
二
二
八
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三
五　

伝
小お

倉ぐ
ら

実さ
ね

起お
き

筆　

色
紙

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
小
倉
殿
実
起

左　
　
　
　

見
わ
た
せ
は
（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝

倉
茂
入
）

【
書
誌
】
斐
紙
墨
書　

縦
二
六
・
七
×
横
二
〇
・
一
㎝
。

【
本
文
】

　

左　
　
　
　
　

素
性
法
師

見
わ
た
せ
は

　

柳
さ
く
ら
を

　
　
　

こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
は
る
の

　

に
し
き
な
り
け
る

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
五
六
・
素
性
法
師

三
六　

伝
堀ほ

り

川か
わ

具と
も

世よ

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
堀
川
中
納
言
具
世
卿
み
ち
の
く
の

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初

代
朝
倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
六
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
二
〇
・
六
㎝
。

【
本
文
】

み
ち
の
く
の
い
は
て
忍
は
え
そ
し
ら
ぬ
か
き
つ
く
し
て
よ
つ
ほ
の
い
し
ふ
み

　
　

世
の
な
か
の
つ
ね
な
き
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
嘉
言

け
ふ
ま
て
は
人
を
な
け
き
て
暮
に
け
り
い
つ
身
の
う
へ
に
な
ら
ん
と
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
嘉
門
院

な
に
と
か
や
か
へ
に
お
ふ
な
る
草
の
名
よ
そ
れ
に
も
た
く
ふ
我
身
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
資
実

こ
し
か
た
を
さ
な
か
ら
夢
に
な
し
つ
れ
は
さ
む
る
う
つ
ゝ
の
な
き
そ
か
な
し
き

　
　

松
の
木
の
や
け
た
る
を
見
て

【
出
典
】�『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
八
・
雑
歌
下
・
一
七
八
六
・
一
七�

八
七
・
一
七
八
九
・
一
七
九
〇
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

三
七　

伝
清し

水み
ず

谷た
に

実さ
ね

久ひ
さ

筆　
『
伊
勢
物
語
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
清
水
谷
殿
実
久
卿
り
け
り
す
こ
し

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初

代
朝
倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
五
・
六
×
横
一
六
・
七
㎝
。
字
高
、
詞
書
、

約
二
一
・
八
㎝
、
和
歌
、
一
六
・
三
㎝
。

【
本
文
】

り
け
り
す
こ
し
た
の
み
ぬ
へ
き
さ
ま
に
や
あ
り
け
ん
ふ
し
て

お
も
ひ
お
き
て
お
も
ひ
わ
ひ
て
よ
め
る

　
　

あ
ふ
な
〳
〵
思
ひ
は
す
へ
し
な
そ
へ
な
く

　
　

た
か
き
い
や
し
き
く
る
し
か
り
け
り

む
か
し
も
か
ゝ
る
事
は
よ
の
こ
と
は
り
に
や
あ
り
け
む

昔
お
と
こ
女
あ
り
け
り
い
か
ゝ
あ
り
け
む
そ
の
お
と
こ
す
ま
す

な
り
に
け
り
の
ち
に
お
と
こ
あ
り
け
れ
と
子
あ
る
中
な
り

け
れ
は
こ
ま
か
に
こ
そ
あ
ら
ね
と
時
〳
〵
物
い
ひ
を
こ
せ
け
り

女
か
た
に
ゑ
か
く
人
な
り
け
れ
は
か
き
に
や
れ
り
け
る
を
い
ま
の

【
出
典
】『
伊
勢
物
語
』
第
九
三
・
九
四
段

三
八　

伝
万ま

で
の里
小こ
う
じ路
惟こ
れ

房ふ
さ

筆　

未
詳
経
句
題
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
万
里
小
路
殿
惟
房
卿
ひ
ろ
ひ
を
き

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆

別
家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
二
三
・
七
×
横
一
四
・
一
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　

採
薪
及
菓
蓏
随
時
恭
敬
興

ひ
ろ
ひ
を
き
汲
し
る
法
の
こ
と
の
は
ゝ

け
ふ
の
こ
の
み
の
水
上
に
し
て

【
出
典
】�

未
詳
経
句
題
。
句
題
「
採
薪
及
菓
蓏
随
時
恭
敬
興
」
は
『
妙

み
よ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
よ
う』

第
十
二
・
提だ

い
婆ば

達だ
つ

多だ

品ぼ
ん

。
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三
九　

伝
甘か

ん

露ろ

寺じ

元も
と

長な
が

筆　
『
歌
枕
名
寄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】「
甘
路
寺
殿
元
長
卿
是
は

（
箕
山
・
黒
方
印
）」（
藤
本
了
因
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
八
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
二
〇
・
三
㎝
。

【
本
文
】

	

　

是
は
あ
つ
た
の
大
明
神
の
御
哥
と
な
ん　

詞
書
略
之

	

縣
宮

我
続
古
廿

た
の
む
あ
か
た
の
宮
の
ま
す
か
ゝ
み
く
も
ら
ぬ
影
を
あ
ふ
き
て
そ
ま
つ　

中
原　
　

師
光
朝
臣

	

さ（
朱
）桜

宮

神
後
拾

風
に
心
や
す
く
そ
ま
か
せ
つ
る
さ
く
ら
の
宮
の
花
の
さ
か
り
を　
西
行

	

き（
朱
）祇

園　
　
　
　
　
　

山
城

	

　
　

三
条
院
行
幸
の
時
東
遊
哥

千
後
拾
遺
拾
九

は
や
ふ
る
神
の
そ
の
な
る
ひ
め
こ
松
萬
代
ふ
へ
き
は
し
め
也
け
り　
経
衡

	

北
野
宮

ち
同
九

は
や
ふ
る
神
の
北
野
に
跡
た
れ
て
の
ち
さ
へ
か
ゝ
る
物
や
お
も
は
ん

 　
（
極
札
貼
付
）　 

【
出
典
】�

当
該
四
首
は
、
順
に
『
歌
枕
名
寄
』
に
み
ら
れ
る
名
所
歌
で
あ

る
。「
我
た
の
む
」
は
、
巻
第
五
・
一
六
五
〇
番
歌
、「
神
風
に
」

は
、
巻
第
十
七
・
天
照
篇
・
四
六
四
二
番
歌
、「
千
は
や
ふ
る
」

は
、
巻
第
五
・
一
六
五
一
番
歌
、「
ち
は
や
ふ
る
」
は
巻
第
四
・

一
四
二
二
番
歌

四
〇　

伝
中な

か

山や
ま

宣の
ぶ

親ち
か

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
中
山
殿
宣
親
卿
し
か
の
あ
ま
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
二
×
横
一
五
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
三
㎝
。

【
本
文
】

 　
　
　

（
極
札
貼
付
）　　
　
　
　

  	

よ
み
人
し
ら
す

し
か
の
あ
ま
の
塩
や
く
煙
か
せ
を
い
た
み
た
ち
の
ほ
ら
て
山
に
た
な
ひ
く

	

貫
之

な
に
は
め
の
衣
ほ
す
と
て
か
り
て
た
く
芦
火
の
煙
た
え
ぬ
日
そ
な
き

	

忠
岑

年
ふ
れ
は
朽
こ
そ
ま
さ
れ
橋
柱
昔
な
か
ら
の
な
た
に
か
は
ら
て

	

恵
慶
法
師

春
の
日
の
な
か
ら
の
浜
に
舟
と
め
て
い
つ
れ
か
は
し
と
ゝ
へ
と
こ
た
へ
ぬ

	

後
徳
大
寺
左
大
臣

【
出
典
】�『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
中
・
一
五
九
二
〜
一
五�

九
五
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

四
一　

富と
み
の
こ
う
じ

小
路
資す
け

直ざ
ね

筆　
『
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
冨
小
路
殿
資
直
卿
ゆ
く
人
を

（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
本

家
二
代
了
栄
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
二
・
三
×
横
一
五
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
九
㎝
。

【
本
文
】

ゆ
く
人
を
と
ゝ
め
か
た
み
の
か
ら
衣
た
つ
よ
り
袖
の
つ
ゆ
け
か
る
ら
ん

　
　

お
な
し
御
め
の
と
の
せ
ん
に
殿
上
の
を
の
こ
と
も
女
房

　
　

な
と
わ
か
れ
お
し
み
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
め
の
と
少
納
言

お
し
む
と
も
か
た
し
や
わ
か
れ
心
な
る
涙
を
た
に
も
え
や
は
と
ゝ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
蔵
人
参
河

あ
つ
ま
ち
の
草
葉
を
わ
け
む
人
よ
り
も
を
く
る
ゝ
袖
そ
ま
つ
は
露
け
き

　
　

題
し
ら
す　
　
　
　
　
　
　

読
人
し
ら
す

わ
か
る
れ
は
先
涙
こ
そ
さ
き
に
た
て
い
か
て
を
く
る
ゝ
袖
の
ぬ
る
ら
ん

わ
か
る
ゝ
を
お
し
と
そ
お
も
ひ
つ
る
き
は
の
身
を
よ
り
く
た
く
心ちの
み
し
て

【
出
典
】『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
六
・
別
・
三
二
一
～
三
二
五

四
二　

伝
藤ふ

じ

原わ
ら

長な
が

房ふ
さ

筆　
『
自
讃
歌
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時
代
初
期
？

【
極
札
】�「
海
住
山
殿
長
房
卿
月
の
行

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代

朝
倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
一
・
七
×
横
一
四
・
六
㎝
。
字
高
、

約
一
九
・
七
㎝
。

【
本
文
】

月
の
行
山
に
心
を
を
く
り
い
れ
て

や
み
な
る
あ
と
の
身
を
い
か
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　

左
近
権
少
将
具
親

な
に
は
か
た
か
す
ま
ぬ
浪
も
か
す
み
け
り

う
つ
る
も
く
も
る
お
ほ
ろ
つ
き
夜
に

時
し
も
あ
れ
た
の
む
の
か
り
の
わ
か
れ
さ
へ

花
ち
る
さ〻こ

とろ

の
〻

み
吉
野
の
里

し
き
た
へ
の
ま
く
ら
の
上
に
す
き
ぬ
也

露
を
た
つ
ぬ
る
秋
の
は
つ
か
せ

【
出
典
】�『
自
讃
歌
』
異
本
歌
・
一
四
九
・
寂
蓮
法
師
、
一
三
一
～
一
三
三
・

具
親
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四
三　

伝
日ひ

野の

勝か
つ

光み
つ

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
む
く
さ
の
ひ
と
つ　

日
野
殿
勝
光
（「
長
好
」・
黒
楕
円
印
）」

（
藤
井
常
智
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
五
・
一
×
横
一
八
・
一
㎝
。
字
高
、

約
二
三
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
お
ほ
さ
ゝ
き

の
み
か
と
を
そ
へ
た
て
ま
つ
る
う
た

　

な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ
の
は
な
冬
こ
も
り

　

い
ま
は
は
る
へ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

と
い
へ
る
な
る
へ
し

ふ
た
つ
に
は
か
す
へ
う
た

　

さ
く
は
な
に
思
つ
く
身
の
あ
ち
き
な
さ

　

み
に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
す
て

と
い
へ
る
な
る
へ
し

 　
　

（
極
札
貼
付
）　
　
　

 　
　

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序

【
備
考
】
断
簡
左
端
部
に
計
五
箇
所
の
綴
穴
跡
あ
り
。

四
四　

伝
水み

無な

瀬せ

兼か
ね

成な
り

筆　
『
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
水
無
瀬
殿
兼
成
卿
年
の
う
ち
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
三
・
七
×
横
六
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
六
㎝
。

【
本
文
】

　
　

延
き
の
御
時
の
屏
風
に　
　
　

つ
ら
ゆ
き

年
の
う
ち
に
つ
も
れ
る
つ
み
は
か
き
く
ら
し
ふ
る
し
ら
雪
と
友
に
き
え
な
ん

　
　

屏
風
の
ゑ
に
仏
名
の
あ
し
た
に
梅
の
木
の
も
と
に
導
師

　
　

と
あ
る
し
と
か
は
ら
け
と
り
て
わ
か
れ
お
し
み
た
る
所

【
出
典
】『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
四
・
冬
・
二
五
八
・
二
五
九
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

四
五　

伝
飛あ

す
か鳥
井い

雅ま
さ

綱つ
な

筆　
『
後
撰
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
飛
鳥
井
殿
雅
綱
卿
袖
か
は
く

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
五
・
六
×
横
一
九
・
四
㎝
。
字
高
、

詞
書
、
約
二
一
・
二
㎝
、
和
歌
、
約
二
四
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

 　

 　

 

（
極
札
貼
付
）  　
　
　

  
よ
み
人
し
ら
す

袖
か
は
く
時
な
か
り
つ
る
我
身
に
は
ふ
る
を
雨
と
も
お
も
は
さ
り
け
り

　
　

人
の
い
み
は
て
ゝ
も
と
の
家
に
か
へ
り
け
る
日

ふ
る
さ
と
に
君
は
い
つ
ら
と
ま
ち
と
は
ゝ
い
つ
れ
の
空
の
霞
と
い
は
ま
し

　
　

敦
忠
朝
臣
身
ま
か
り
て
又
の
年
か
の
朝
臣
の
を
の

　
　

な
る
家
み
む
と
て
こ
れ
か
れ
ま
か
り
て
物
か
た
り
し
侍

　
　

け
る
つ
い
て
に
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
正

君
か
い
に
し
方
や
い
つ
れ
そ
白
雲
の
ぬ
し
な
き
や
と
ゝ
み
る
か
か
な
し
さ

　
　

お
や
の
わ
さ
し
に
寺
に
ま
う
て
き
た
り
け
る
を
き
ゝ

　
　

つ
け
て
も
ろ
と
も
に
ま
う
て
ま
し
物
を
と
人
の
い
ひ

　
　

け
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

【
出
典
】『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
哀
傷
歌
・
一
四
一
四
～
一
四
一
六

四
六　

伝
飛あ

す
か鳥
井い

雅ま
さ

親ち
か

筆　
『
千
載
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
飛
鳥
井
殿
雅
親
卿
あ
ふ
事
を

（（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
八
×
横
一
七
・
〇
㎝
。
字
高
、
詞
書
、

約
二
〇
・
〇
㎝
、
和
歌
、
約
二
二
・
三
㎝
。

【
本
文
】

 　
　
　

（
極
札
貼
付
）　　
　
　

   

藤
原
の
し
け
も
と

あ
ふ
事
を
そ
の
年
月
と
契
ら
ね
は
命
や
恋
の
か
き
り
成
ら
ん

　
　

中
院
右
大
臣
中
将
に
侍
り
け
る
時
哥
合
し
侍
け
る
に

　
　

恋
の
哥
と
て
よ
め
る　
　
　

藤
原
宗
兼
朝
臣

恋
わ
た
る
涙
の
川
に
身
を
な
け
ん
こ
の
世
な
ら
て
も
逢
せ
あ
り
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
参
議
親
隆

み
ち
の
く
の
と
つ
な
の
橋
に
く
る
つ
な
の
た
え
す
も
人
に
恋
わ
た
る
か
な

　
　

逐
日
増
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
御
製

恋
わ
た
る
け
ふ
の
涙
に
く
ら
ふ
れ
は
き
の
ふ
の
袖
は
ぬ
れ
し
数
か
は

【
出
典
】『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
十
二
・
恋
歌
二
・
七
一
四
～
七
一
七
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四
七　

伝
六ろ

く

条じ
よ
う

有あ
り

純ず
み

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
初
期

【
極
札
】�「
六
條
殿
有
純
卿
足
引
の

（「
幽
碩
」・
黒
方
印
）」（
末
田
幽
碩
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
金
切
箔
揉
箔
金
銀
砂
子
・
金
草
木
文
様
）
墨
書　

�

縦
三
六
・
三
×
横
五
・
六
㎝
。
字
高
、
約
二
五
・
七
㎝
。

【
本
文
】

足
引
の
山
鳥
の
お
の
し
た
り
お
の

　

な
か
な
か
し
夜
を
独
か
も
ね
む

【
出
典
】『
万
葉
集
』
二
七
〇
二

四
八　

伝
中な

か

御み

門か
ど

宣の
ぶ

胤た
ね

筆　
『
拾
玉
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
中
御
門
殿
宣
胤
卿
よ
と
ゝ
も
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
五
・
八
×
横
一
一
・
六
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
五
㎝
。

【
本
文
】

よ
と
ゝ
も
に
あ
る
か
ひ
も
な
き
身
に
し
あ
れ
は
世
を
す
て
ゝ
こ
そ
世
を
は
い
と
は
め

お
さ
め
を
く
ち
ゝ
の
こ
か
ね
も
身
に
そ
ひ
て
黄
な
る
は
た
へ
と
な
ら
は
こ
そ
あ
ら
め

く
ら
ゐ
山
さ
か
ゆ
く
み
ね
に
の
ほ
る
と
て
ま
こ
と
の
み
ち
を
よ
そ
に
み
る
哉

春
の
日
の
な
か
き
命
と
み
し
人
も
み
ね
の
さ
く
ら
に
た
く
ひ
ぬ
る
哉

紅
葉
ゝ
の
ち
る
は
こ
と
は
り
色
か
へ
ぬ
松
の
下
葉
も
う
き
世
な
り
け
り

世
を
わ
た
る
心
の
あ
し
は
か
た
く
と
も
ひ
ま
行
こ
ま
の
あ
ち
き
な
の
よ
や

わ
た
り
川
わ
れ
し
つ
む
と
も
い
か
に
し
て
人
を
た
す
く
る
ふ
な
よ
そ
ひ
せ
ん

と
り
へ
野
に
を
く
り
て
か
へ
る
人
も
み
な
し
て
の
山
路
の
つ
ゐ
の
友
哉

【
出
典
】『
拾
玉
集
』
第
一
・
厭
離
百
首
・
六
八
七
～
六
九
四
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

四
九　

伝
久く

世ぜ

通み
ち

音お
と

筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代

【
極
札
】�「
久
世
殿
す
ゝ
し
く
も

題
有
名
（「
極
」・
黒
方
印
）」（
二
代
川
勝

宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
藍
打
曇
）
墨
書　

縦
三
六
・
六
×
横
五
・
四
㎝
。�

字
高
、
約
三
〇
・
二
㎝
。

【
本
文
】

夕
納
涼 

す
ゝ
し
く
も
草
葉
に
み
え
て
ふ
く
か
ら
に

　
　
　

 

あ
き
を
も
よ
ほ
す
庭
の
夕
か
せ　
　

通
音

【
出
典
】
未
詳
歌

五
〇　

伝
世せ

尊そ
ん

寺じ

行ゆ
き

能よ
し

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】�「
世
尊
寺
殿
行
能
卿

（「
重
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
了
雪
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
六
×
横
九
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
一
八
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　

右　
　
　
　
　

小
侍
従

つ
ら
き
を
も
う
ら
み
ぬ
わ
れ
に
な
ら
ふ
な
よ

う
き
身
を
し
ら
ぬ
人
も
こ
そ
あ
れ

　

左　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

ゆ
ふ
ひ
さ
す
あ
さ
ち
か
は
ら
の
た
ひ
ゝ
と
は

あ
は
れ
い
つ
く
に
や
と
を
か
る
ら
ん

【
出
典
】『
新
古
今
和
歌
集
』
九
五
一
・
経
信
、
一
二
二
七
・
小
侍
従
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五
一　

伝
世せ

尊そ
ん

寺じ

行ゆ
き

尹た
だ

筆　
『
後
撰
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
～
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
世
尊
寺
殿
行
尹
卿
ち
ゝ
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
五
・
〇
×
横
一
五
・
七
㎝
。
字
高
、
詞
書
、

約
一
六
・
五
㎝
、
和
歌
、
約
二
一
・
二
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　

ち
ゝ
の
み
こ
の
こ
ゝ
ろ
さ
せ
る
や
う
に
も

　
　
　
　

あ
ら
て
つ
ね
に
も
の
お
も
へ
る
人
に
な
ん

　
　
　
　

あ
り
け
る

　
　

春
の
池
の
ほ
と
り
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

は
る
の
日
の
か
け
そ
ふ
い
け
の
か
ゝ
み
に
は

や
な
き
の
ま
ゆ
そ
ま
つ
は
み
え
け
る

　
　

は
る
こ
れ
か
れ
花
を
ゝ
し
み
け
る
所
に
て

か
く
な
か
ら
ち
ら
て
世
を
や
は
つ
く
し
て
ぬむ

は
な
の
と
き
は
も
あ
り
と
み
る
へ
く

【
出
典
】『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
三
・
春
歌
下
・
九
四
・
九
五

五
二　

伝
藤ふ

じ
わ
ら
の
こ
う
ぜ
い

原
行
成
筆　
『
妙
法
蓮
華
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代
末
期
か

【
極
札
】�「
行
成
卿
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
家
初
代
了
佐
か
）

【
書
誌
】�

紫
紙
銀
字　

縦
二
六
・
四
×
横
五
・
七
㎝
。
界
高
二
四
・
八
、

界
幅
一
・
八
㎝
。

【
本
文
】

度
脱
無
量
衆　

皆
悉
得
成
就　

雖
小
欲
懈
怠　

漸
当
令
作
仏

内
祕
菩
薩
行　

外
現
是
聲
聞　

少
欲
厭
生
死　

実
自
浄
仏
土

示
衆
有
三
毒　

又
現
邪
見
相　

我
弟
子
如
是　

方
便
度
衆
生

【
出
典
】『
妙
法
蓮
華
経
』
第
四
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

五
三　

伝
小お

の
の
と
う
ふ
う

野
道
風
筆　
『
妙
法
蓮
華
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代
～
鎌
倉
時
代
か

【
極
札
】�「
小
野
道
風
朝
臣
諸
梵

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

紺
紙
銀
界
金
字　

縦
二
七
・
三
×
横
五
・
九
㎝
。�

界
高
二
一
・
七
、
界
幅
一
・
九
㎝
。

【
本
文
】

諸
梵
見
此
相　

尋
来
至
仏
所　

散
花
以
供
養　

并
奉
上
宮
殿

請
仏
轉
法
輪　

以
偈
而
讃
歎　

仏
知
時
未
至　

受
請
黙
然
坐

三
方
及
四
維　

上
下
亦
復
尓　

散
花
奉
宮
殿　

請
仏
轉
法
輪

【
出
典
】『
妙
法
蓮
華
経
』
第
三

五
四　

伝
朝あ
さ
の
の
な
か
い

野
魚
養
筆　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
奈
良
時
代
か

【
極
札
】�「
魚
養
善
入

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代
了
任
）

【
書
誌
】�

黄
麻
紙
（
薄
墨
界
線
）
墨
書　

縦
二
五
・
二
×
横
六
・
一
㎝
。

界
高
二
一
・
四
、
界
幅
二
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

善
入
甚
深　

諸
禅
正
受　

分
別
了
知　

一
切
三
昧

清
浄
智
慧　

了
達
三
世　

一
切
世
間　

所
不
能
知

身
口
諸
業　

及
與
意
業　

音
声
語
言　

皆
悉
清
浄

【
出
典
】『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
十
二
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五
五　

伝
明み

よ
う
え恵
上し
よ
う

人に
ん

筆　
『
大
般
涅
槃
経
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
初
期

【
極
札
】�「
栂
尾
明
恵
上
人
是
因
縁

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三

代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
（
墨
界
）
墨
書　

縦
二
六
・
三
×
横
九
・
二
㎝
。

界
高
二
一
・
〇
、
界
幅
一
・
八
㎝
。

【
本
文
】

是
因
縁
教
授
経
法
是
人
至
心
受
持
誦
習
持
誦

習
已
獲
得
智
慧
得
智
慧
已
能
善
思
惟
如
法
而

住
善
思
惟
已
則
得
正
義
得
正
義
已
身
心
寂
静

身
心
寂
静
已
則
生
喜
心
喜
心
因
縁
心
則
得
定

因
縁
得
定
故
則
得
正
知
見
正
知
見
已
於
諸
有

【
出
典
】『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
二

五
六　

伝
俊し

ゆ
ん

寛か
ん

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代
末
期

【
極
札
】�「
俊
寛
僧
都
お
ち
た
き
つ

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
一
・
八
×
横
一
一
・
八
㎝
。
字
高
、

約
一
八
・
三
㎝
。

【
本
文
】

　
　

ひ
え
の
山
な
る
お
と
は
の
た
き
を
み
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
み
ね

お
ち
た
き
つ
た
き
の
み
な
か
み
と
し
つ
も
り

お
ひ
に
け
ら
し
な
く
ろ
き
す
ち
な
し

　
　

お
な
し
瀧
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　

躬
恒

ヨ
本
ニ

タ
キ
ニ
か
せ
吹
と
ゝ
こ
ろ
も
さ
ら
ぬ
白
雲
は

ソ
ア
リ

ケ
ル

よ
を
へ
て
お
つ
る
水
に
そ
あ
り
け
る

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
上
・
九
二
八
・
九
二
九
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

五
七　

伝
寂じ

や
く

蓮れ
ん

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時
代
初
期

【
極
札
】�「
寂
蓮
法
師
な
に
は
な
る

（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川
勝
宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
七
・
七
×
横
一
五
・
四
㎝
。
字
高
、

約
一
六
・
三
㎝
。

【
本
文
】

な
に
は
な
る
な
か
ら
の
は
し
も
つ
く
る
な
り

い
ま
は
わ
か
み
を
な
に
ゝ
た
と
へ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

ま
め
な
れ
と
な
に
そ
は
よ
け
て
か
る
か
や 
の 

み
に
た
れ
て
あ
れ
と
あ
し
け
く
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
風

な
に
か
そ
の
な
の
た
つ
こ
と
の
を
し
か
ら 

む 

し
り
て
ま
と
ふ
は
わ
れ
ひ
と
り
か
は

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
九
・
雑
体
・
一
〇
五
一
～
一
〇
五
三

【
備
考
】
五
八
の
断
簡
が
本
断
簡
に
重
ね
て
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。

五
八　

伝
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

実じ
つ

如に
よ

筆　

未
詳
仏
書
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
本
願
寺
殿
實
如
上
人
間
ノ
ヒ
ト
ヲ

（「
養
心
」・
朱
方
印
）」（
三
代

神
田
道
僖
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
九
・
一
×
横
一
二
・
六
㎝
。
字
高
、

約
一
七
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

間ケ
ン

ノ
ヒ
ト
ヲ
ミ
ル
ニ
生シ

ヤ
ウ
シ死

の
无□

シ
ヤ
ウ常

ハ
シ
リ
カ
ホ
ニ

シ
ツ
ク
リ
テ
地
獄
ニ
ヲ
ツ

テ
イ
ト
ハ
ス
浄シ

ヤ
ウ
ト土

ノ
往

ワ
ウ
シ
ヤ
ウ

生
ハ
子大

天
常
 
小
天
常

カ
フ
ト
ス
レ

ト
モ
イ
コ
ト
ナ
シケ

カ
ル
穢

ヱ
ニ
コ
ル
ト

土
ノ
イ
ト
ハ
シ
キ
コ
ト
ヲ

シ
リ
テ
極コ

ク
楽ラ

ク
ノ
子
カ
ハ
ル
ゝ
コ
ゝ
ロ
ハ
ヲ
コ
ル
ナ
リ

念ネ
ン

死シ

念ネ
ン

佛フ
チ

ノ
二ニ

念ネ
ン

要ヨ
ウ

心シ
ム

ノ
寂サ

イ
要ヨ

ウ
ナ
リ
イ
ツ

念ネ
ン

死シ

ト
イ
フ
ス
ハ
ワ
カ
身ミ

ヲ
蜉フ

蝣ユ
ウ

ノ
ア
タ
ナ
ル

【
出
典
】
未
詳
仏
書

【
備
考
】�

左
右
端
の
裁
断
箇
所
に
文
字
跡
あ
り
。
元
は
左
右
に
少
な
く
と

も
そ
れ
ぞ
れ
一
行
分
の
本
文
が
付
随
し
て
い
た
。
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五
九　

伝
慈じ

鎮ち
ん

和お

尚し
よ
う
　
『
定
家
八
代
抄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
初
期

【
極
札
】�「
慈
鎮
和
尚
い
ま
さ
ら
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
一
・
一
×
横
一
二
・
九
㎝
。
字
高
、

約
一
六
・
九
～
一
八
・
六
㎝
。

【
本
文
】

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

新	

い
ま
さ
ら
に
雪
ふ
ら
め
や
も
か
け
ろ
ふ
の

	

も
ゆ
る
春
日
と
な
り
に
し
も
の
を

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志シ

貴ク
ヰ

女
王

新	

い
は
そ
ゝ
く
た
る
み
の
う
ゑ
の
さ
わ
ら
ひ
の

	

も
え
い
つ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
な

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
行
平

古	

春
の
き
る
か
す
み
の
こ
ろ
も
ぬ
き
を
う
す
み

	

山
か
せ
に
こ
そ
乱

ミ
タ
ルへ

ら
な
れ

【
出
典
】『
定
家
八
代
抄
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
六
五
～
六
七

六
〇　

伝
藤ふ

じ
わ
ら
の
た
め
い
え

原
為
家
筆　
『
拾
遺
抄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
中
期

【
極
札
】�「
為
家
卿
あ
ふ
こ
と
は

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
一
・
四
×
横
一
四
・
三
㎝
。
字
高
、

約
一
七
・
一
㎝
。

【
本
文
】

あ
ふ
こ
と
は
心
に
も
あ
ら
て
ほ
と
ふ
と
も

さ
や
は
ち
き
り
し
わ
す
れ
は
て
ね
と

　
　

た
い
よ
み
人
し
ら
す

あ
ふ
み
な
る
う
ち
て
の
は
ま
の
う
ち
い

て
つ
ゝて

つ
ゝ

う
ら
み
や
せ
ま
し
人
の
こ
ゝ
ろ
を

つ
の
く
に
の
い
く
た
の
い
け
の
い
く
た
ひ
か

つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
を
わ
れ
に
み
す
ら
ん

　
　

小
野
宮
大
臣
む
す
め
の
も
と
に
つ
か
は
し

　
　

け
る

【
出
典
】『
拾
遺
抄
』
巻
第
八
・
恋
下
・
七
十
四
首
・
三
二
八
～
三
三
〇
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

六
一　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

氏う
じ

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
中
期

【
極
札
】�「
二
條
家
為
氏
卿
あ
れ
は
て
ゝ

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
一
・
五
×
横
一
四
・
六
㎝
。
字
高
、

約
一
八
・
七
㎝
。

【
本
文
】

あ
れ
は
て
ゝ
か
せ
も
さ
は
ら
ぬ
こ
け
の
い
ほ
に

わ
れ
は
な
く
と
も
露
は
も
り
け
ん

　

題
し
ら
す　
　
　

西
行
法
師

や
ま
ふ
か
く
さ
こ
そ
こ
ゝ
ろ
は
か
よ
ふ
と
も

す
ま
て
あ
は
れ
を
し
ら
む
も
の
か
は

や
ま
か
け
に
す
ま
ぬ
こ
ゝ
ろ
は
い
か
な
れ
や

を
し
ま
れ
て
い
る
月
も
あ
る
よ
に

　

山
家
送
年
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

た
ち
い
て
ゝ
つ
ま
木
お
り
こ
し
か
た
を
か
の

【
出
典
】�『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
中
・
一
六
三
一
〜
一
六�

三
四

六
二　

伝
二に

条じ
ょ
う

為た
め

世よ

筆　
『
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家
為
世
卿
あ
き
の
よ
に

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
一
・
八
×
横
一
五
・
一
㎝
。
字
高
、�

約
一
八
・
一
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　

貫
之

あ
き
の
よ
に
あ
め
と
き
こ
え
て
ふ
り
つ
る
は

風
に
み
た
る
ゝ
も
み
ち
な
り
け
り

こ
ゝ
ろ
も
て
ち
ら
ん
た
に
こ
そ
を
し
か
ら
め

な
と
か
も
み
ち
に
か
せ
の
ふ
く
ら
ん

　
　

あ
ら
し
の
や
ま
の
も
と
に
ま
か
り
け
る
に

　
　

も
み
ち
の
い
た
く
ち
り
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
公
任
卿

あ
さ
ま
た
き
あ
ら
し
の
や
ま
の
さ
む
け
れ
は

ち
る
も
み
ち
は
を
き
ぬ
人
そ
な
き

　
　
　
　
　
　
　

大
中
臣
能
宣

【
出
典
】『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
三
・
秋
・
二
〇
八
～
二
一
〇
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六
三　

伝
定じ

よ
う

為い

筆　
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
末
期

【
極
札
】
ナ
シ
。

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
一
・
六
×
横
一
三
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
一
九
・
七
㎝
（
五
行
目
）。

【
本
文
】

新
勅
撰
和
謌
集
巻
第
十

　

釈
教
哥

　
　

土
左
国
室
戸
と
い
ふ
所
に
て

　
　
　
　
　
　

弘
法
大
師

法
性
の
む
ろ
と
い
へ
と
わ
か
す
め
は

う
ゐ
の
な
み
か
せ
よ
せ
ぬ
日
そ
な
き

　

は
ち
す
の
つ
ゆ
を
よ
み
侍
け
る

【
出
典
】『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
・
釈
教
歌
・
五
七
四

六
四　

伝
古こ

筆ひ
つ

了り
よ
う

佐さ

筆　

奥
書
極
断
簡

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
初
期

【
極
札
】
ナ
シ
。

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
七
・
二
㎝
。
字
高
、
一
七
・
五
㎝�

（
三
行
目
）。

【
本
文
】

法
印
定
為
筆

　
　
　
　

特
進
藤
（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　

此
一
軸
法
印
定
為
御
真
跡

無
論
之
者
也

　
　
　

寛
永
元
年

　
　
　
　
　

八
月
廿
五
日　

了
佐
極
之
（
花
押
）

【
出
典
】�

古
筆
了
佐
（
一
五
七
二
～
一
六
六
二
）
に
よ
る
伝
定
為
筆
『
新

勅
撰
和
歌
集
』
断
簡
の
奥
書
極
か
。

【
備
考
】�

六
三
の
伝
定
為
筆
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
断
簡
の
奥
書
極
か
。
当
該
断

簡
は
別
々
の
二
紙
を
呼
び
継
ぎ
し
て
お
り
、
一
葉
の
断
簡
の
よ
う

に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
右
面
（
縦
二
四
・
一
×
横
四
・
九
㎝
）
は

烏
丸
光
広
、
左
面
（
縦
二
四
・
一
×
横
一
二
・
二
㎝
）
は
古
筆
家
初

代
了
佐
の
鑑
定
で
あ
る
。
当
該
断
簡
の
詳
細
は
別
稿
で
報
告
す
る
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

六
五　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

定さ
だ

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
う
く
ひ
す
の　

二
条
家　

為
定
（「
長 

延 

」・
黒
楕
円
印
）」

（
藤
井
常
智
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
二
×
横
一
五
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
八
㎝
。　

【
本
文
】

　
　
　
　

う
く
ひ
す
の
な
く
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
せ
い
法
師

木
木
傳

つ
た
へ
は
お
の
か
は
か
せ
に

○ ち
る花

を
た
れ
に
お
ほ
せ
て
こ
ゝ
ら
な
く 

な
く
鳴

ら
ん

　
　
　
　

う
く
ひ
す
の
花
の
木
に
な
く
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ
ね

し
る
し
な
き
ね
を
も
な
く
か
な
鶯
の
こ
と
し
の
み
ち
る
花
な
ら
な
く
に
〻

　
　
　
　

題
し
ら
す　
　
　

読
人
し
ら
す

こ 馰ま
へな
て
い誘

引さ
み
に
ゆ
か
ん
ふ大

和る
さ吉

野
也

と
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
ち
る
ら
め

ち
る
花
を
な
に
う
ら
み
け
む
世
の
中
に
我
身
も
と
り
に
あ
ら
ん
も
の
か
は

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
〇
九
～
一
一
二

【
備
考
】
朱
の
合
点
・
傍
書
・
補
入
・
見
せ
消
ち
あ
り
。

〻

〻

六
六　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

親ち
か

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家
為
親
卿
郭
公

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
四
×
横
一
五
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
四
㎝
。

【
本
文
】

 　
　

（
極
札
貼
付
）　
　
　

 

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

郭
公
け
さ
な
く
こ
ゑ
に
お
と
ろ
け
は
君
を
わ
か
れ
し
時
に
そ
あ
り
け
る

　
　

さ
く
ら
を
う
へ
て
あ
り
け
る
に
や
う
や
く
花
さ
き
ぬ
へ
き
時
に

　
　

か
の
う
へ
け
る
人
身
ま
か
り
に
け
れ
は
そ
の
花
を
見
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
も
ち
ゆ
き 

茂（
朱
）行

花
よ
り
も
人
こ
そ
あ
た
に
な
り
に
け
れ
い
つ
れ
を
さ
き
に
こ
ひ
む
と
か
み
し

　
　

あ
る
し
身
ま
か
り
け
る
人
の
家
の
む
め
の
は
な
を
見
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

色
も
か
も
昔
の
この

き
に
イ

さ
に
に
ほ
へ
と
も
う
へ
け
む
人
の
影
そ
こ
ひ
し
き

　
　

河
原
の
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
の
身
ま
か
り
て
の
ゝ
ち
か
の

　
　

家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
し
ほ
か
ま
と
い
ふ
所
の
さ
ま
を
つ

　
　

く
れ
り
け
る
を
見
て
よ
め
る

君
ま
さ
て
煙
た
え
に
し
し
ほ
か
ま
の
浦
さ
ひ
し
く
も
見
え
わ
た
る
哉

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
六
・
哀
傷
・
八
四
九
～
八
五
二

（
朱
）
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六
七　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

明あ
き

筆　
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
～
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家
為
明
卿
あ
さ
ほ
ら
け

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
五
・
三
×
横
一
四
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
一
四
・
二
㎝
。

【
本
文
】

　
　

は
し
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
こ
も
り
な

　
　

ん
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣
四
君

あ
さ
ほ
ら
け
ゆ
ふ
つ
け
と
り
も
ゝ
ろ
と
も
に

な
く
〳
〵
こ
ゆ
る
あ
ふ
さ
か
の
せ
き

九
十
番　

左
同　

右
露
宿

　

左　

六
君
に
兵
部
卿
の
み
や
か
よ
ひ
そ

　
　
　

め
さ
せ
給
け
る
よ
ふ
け
ゆ
く
ま
て

　
　
　

お
は
し
ま
さ
ゝ
り
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

お
ほ
そ
ら
の
月
た
に
や
と
れる

わ
か
や
と
に

ま
つ
よ
ひ
す
き
み
へ
ぬ
き
み
か
な

【
出
典
】『
物
語
二
百
番
歌
合
』
後
百
番
歌
合
・
三
七
八
・
三
七
九

〻

六
八　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

忠た
だ

筆　
『
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
町
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家
為
忠
卿
本
院
の

（「
幽
碩
」・
黒
方
印
）」（
末
田
幽
碩
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
六
・
一
×
横
一
四
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
一
三
・
八
㎝
。

【
本
文
】

　
　

本
院
の
中
君
の
も
と
に
ま
か
り
て

　
　

あ
か
て
ま
た
の
あ
し
た
に

　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
重
光

ふ
た
つ
な
き
こ
ゝ
ろ
は
君
に
お
き
つ
る
を

ま
た
ほ
と
も
な
く
こ
ひ
し
き
や
な
そ

　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

い
つ
し
か
と
く
れ
を
ま
つ
ま
の
お
ほ
そ
ら
は

く
も
る
さ
へ
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ

　
　

女
許
に
ま
か
り
は
し
め
て
つ
と
め
て

　
　

つ
か
は
し
け
る

【
出
典
】『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
二
・
恋
二
・
七
二
一
・
七
二
二



─ 181 ─

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

六
九　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

重し
げ

筆　
『
和
漢
朗
詠
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家
為
重
卿
水
無
返
夕

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
（
墨
界
線
）
墨
書　

縦
三
一
・
四
×
横
一
五
・
七
㎝
。

界
高
二
五
・
九
、
界
幅
二
・
九
㎝
。

【
本
文
】

水
無
返
夕
流
年
涙
花
豈
重
春
暮
歯
粧

林
霧
校
声
鶯
不
老
岸
風
論
力
柳
猶
強

酔
対
落
花
心
自
静
眠
思
餘
算
涙
先
紅

ま
す
か
ゝ
み
そ
こ
な
る
か
け
に
む
か
ひ
て
み
る
時
に
こ
そ

し
ら
ぬ
お
き
な
に
あ
ふ
心
ち
す
れ

い
つ
く
に
か
身
を
は
よ
せ
ま
し
よ
の
中
に

お
い
を
い
と
は
ぬ
人
し
な
け
れ
は

【
出
典
】『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
七
二
八
～
七
三
二

【
備
考
】
書
き
入
れ
あ
り
。

七
〇　

伝
二に

条じ
よ
う

為た
め

右す
け

筆　
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代
～
室
町
時
代

【
極
札
】�「
二
條
家

為
右　
　
　

よ
ひ
の
ま
は
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代

了
任
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
五
×
横
一
四
・
二
㎝
。
界
線
二
五
・
九
、

界
幅
二
・
九
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
宗
秀

よ
ひ
の
ま
は
し
は
し
ま
た
れ
て
ほ
と
ゝ
き
す

ふ
く
れ
は
月
の
か
け
に
な
く
な
り

　
　

昇
殿
ゆ
る
さ
れ
て
の
こ
ろ
郭
公
の

　
　

哥
に　
　
　
　
　

卜
部
兼
煕
朝
臣

ま
た
れ
つ
る
雲
ゐ
の
う
へ
の
ほ
と
ゝ
き
す

こ
と
し
か
ひ
あ
る
は
つ
ね
を
そ
き
く

【
出
典
】『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
七
・
雑
春
歌
・
六
七
五
・
六
七
六
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七
一　

伝
覚か

く

源げ
ん

筆　
『
雲
葉
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
後
期

【
極
札
】�「
二
條
家
覚
源
法
師
か
す
か
の
ゝ

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別

家
三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
〇
・
七
×
横
一
三
・
一
㎝
。
字
高
、

約
一
七
・
九
㎝
。

【
本
文
】

　
　

承
久
元
年
内
裏
十
首
哥
合
に
野
径
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
中
納
言
定
家

か
す
か
の
ゝ
か
す
み
の
こ
ろ
も
や
ま
か
せ
に

し
の
ふ
も
ち
す
り
み
た
れ
て
そ
ゆ
く

　
　

題
し
ら
す　
　
　

伊
勢

は
る
か
す
み
た
ち
て
の
ゝ
ち
に
み
わ
た
せ
は

か
す
か
の
を
の
は
み
ゆ
き
さ
む
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
條
院
讃
岐

は
る
か
せ
は
さ
ら
に
ゆ
き
け
に
吹
か
え
て

み
ね
の
か
す
み
そ
雲
か
く
れ
行

【
出
典
】『
雲
葉
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
三
四
～
三
六

七
二　

伝
冷れ

い

泉ぜ
い

為た
め

相す
け

筆　
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】�「
冷
泉
殿
為
相
さ
き
に
た
つ

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝

倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
三
・
八
×
横
一
四
・
一
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

さ
き
に
た
つ
な
み
た
を
み
ち
の
し
る
へ
に
て

わ
れ
こ
そ
ゆ
き
て
い
は
ま
ほ
し
け
れ

【
出
典
】『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
・
哀
傷
・
六
〇
三
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

七
三　

伝
冷れ

い

泉ぜ
い

為た
め

秀ひ
で

筆　
『
千
載
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
冷
泉
殿
為
秀
卿
お
ほ
ゐ
の
み
か
と

（「
極
」・
黒
方
印
）」（
二
代
川

勝
宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
一
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
八
㎝
。

【
本
文
】

　
　

お
ほ
ゐ
の
み
か
と
の
右
大
臣
み
ま
か
り
て

　
　

の
ち
か
の
し
る
し
を
き
て
侍
り
け
る

　
　

私
記
と
も
の
侍
り
け
る
を
み
て
よ
み
侍
り

　
　

け
る　
　
　
　
　

右
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み

お
し
へ
を
く
そ
の
こ
と
の
葉
を
み
る
た
ひ
に

ま
た
と
ふ
か
た
の
な
き
そ
か
な
し
き

　
　

母
の
二
位
み
ま
か
り
て
の
ち
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
し
け
の
り

と
り
へ
山
お
も
ひ
や
る
こ
そ
か
な
し
け
れ

ひ
と
り
や
こ
け
の
し
た
に
く
ち
な
ん

【
出
典
】『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
九
・
哀
傷
・
五
九
〇
・
五
九
一

七
四　

伝
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
よ
し

原
秀
能
筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】�「
藤
原
秀
能

千
載
既
後
入
代
〻
集

雪
の
ふ
り
け
る
を

（「
箕
山
」・
黒
方
印
）」（
藤
本
了
因
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
四
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
一
八
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　
　

雪
の
ふ
り
け
る
を
よ
み
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ふ

冬
な
か
ら
そ
ら
よ
り
花
の
ち
り
く
る
は

雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
ん

　
　

雪
の
木
に
ふ
り
か
ゝ
れ
る
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

冬
こ
も
り
お
も
ひ
か
け
ぬ
を
こ
の
ま
よ
り

花
と
み
る
ま
て
雪
そ
ふ
り
け
る

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
三
三
〇
・
三
三
一
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七
五　

伝
足あ

し

利か
が

義よ
し

視み

筆　
『
歌
枕
名
寄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
期

【
極
札
】�「
大
智
院
殿

義
視
卿　
　

あ
し
き
た
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代

了
任
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
七
・
二
×
横
六
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
二
三
・
六
㎝
。

【
本
文
】

万
又
続
後
撰　

　
　
　
　
　
　
　

肥
後　
　

葦
北
郡

　

あ
し
き
た
の
の
さ
か
の
浦
に
舟
出
し
て
み
し
ま
に
ゆ
か
ん
波
た
つ
な
夢　
長
田
王

　
　
　
　

水
嶋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
郡

同
　

き
ゝ
し
こ
と
ま
こ
と
た
う
と
く
あ
や
し
く
も
神
さ
ひ
を
る
は　
み
つ
し
ま

【
出
典
】�『
歌
枕
名
寄
』
の
う
ち
、「
あ
し
き
た
の
」
は
、
巻
第
三
十
五
・

筑
前
国
・
九
〇
〇
四
番
歌
、「
き
ゝ
し
こ
と
」
同
・
九
〇
〇
三

番
歌
。

七
六　

伝
今い

ま

川が
わ

了り
よ
う

俊し
ゆ
ん

筆　

未
詳
歌
集
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代
～
室
町
時
代

【
極
札
】�「
今
川
了
俊

百
四
十
六

秋
の
色
の
（「
養
心
」・
黒
方
印
）」（
四
代
神
田
道
伴
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
五
・
二
×
横
九
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
八
㎝
。

【
本
文
】

百
四
十
六

　

秋
の
色
の
花
の
お
と
ゝ
き
ゝ
を
け
と

　

霜
の
お
き
な
と
み
ゆ
る
し
ら
菊

　

も
ろ
人
の
こ
と
は
の
花
の
き
く
な
ら
は

　

霜
や
つ
も
り
て
わ
か
の
浦
波

【
出
典
】
未
詳
歌
集
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

七
七　

伝
北ほ

う

条じ
よ
う

氏う
じ

政ま
さ

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
北
條
右
京
大
夫
氏
政
相
坂
の

（「
養
心
」・
黒
方
印
）」（
四
代
神

田
道
伴
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
藍
地
紫
打
曇
金
銀
霞
金
銀
草
木
鳥
下
絵
）
墨
書　

�

縦
三
四
・
九
×
横
五
・
二
㎝
。
字
高
、
約
二
九
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

相
坂
の
ゆ
ふ
付
鳥
も
わ
か
れ
ち
を

憂
も
の
と
て
や
鳴
は
し
め
け
む

【
出
典
】�『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
三
・
恋
歌
三
・
八
一
二
・
法
印

幸こ
う
し
よ
う

清

七
八　

伝
飯い

い

尾お

常つ
ね

房ふ
さ

筆　

色
紙

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
飯
尾
左
衛
門
尉
常
房
（「
牛
菴
」・
朱
瓢
型
印
）」（
二
代
畠
山

牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
七
×
横
二
〇
・
九
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
五
㎝
。

【
本
文
】

な
に
は
つ
に
さ
く
や

　

こ
の
は
な
ふ
ゆ

　
　
　
　
　
　

こ
も
り

　

い
ま
は
春
へ
と

　
　
　

さ
く
や
こ
の

　
　
　
　
　
　
　

は
な

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
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七
九　

伝
池い

け

田だ

正ま
さ

能よ
し

筆　
『
竹
林
抄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
池
田
帯
刀
正
能
朝
露
は

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三

代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
八
・
九
×
横
一
七
・
七
㎝
。
字
高
、

約
一
六
・
三
㎝
。

【
本
文
】

朝
露
をは

野
〻

を
花
そ
め
の
し
く
れ
か
な

　

あ
つ
ま
へ
く
た
り
侍
し
と
き
う
み

　

つ
ら
ち
か
き
や
と
り
に
て

あ
さ
し
ほ
は
ひ
さ
き
風
ふ
く
浜
へ
か
な

　

た
い
し
ら
す

柳
ち
り
鳫
か
ね
さ
む
き
河
辺
か
な

　
　
　
　
　

賢
盛

梅
か
え
を
わ
き
て
秋
な
る
木
葉
か
な

 　
　

（
極
札
貼
付
）　
　

 

【
出
典
】�『
竹
林
抄
』
巻
第
十
・
発
句
・
一
七
二
四
～
一
七
二
七
。
歌
番
号
は
、

厳
島
神
社
宮
司
野
元
良
氏
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
新
日
本
古
典
文
学
大

系
49　

竹
林
抄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
る
。
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
の
古
筆
手
鑑
（
函
架
番
号　

Ｅ
一‒

四
三
）
に
ツ
レ
の
断
簡

（
一
七
一
九
・
一
七
二
〇
番
）
が
あ
り
、「
文
明
十
四
年
十
月
日
／
正
能
」

と
年
紀
と
筆
者
名
の
記
さ
れ
た
別
紙
が
呼
び
継
ぎ
さ
れ
て
い
る
（
久
保

木
哲
夫
・
杉
谷
寿
郎
・
平
林
盛
得
・
別
府
節
子
編
『
古
筆
手
鑑
叢
刊
１　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵　

古
筆
手
鑑
』
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）。

八
〇　

伝
桜さ

く
ら

井い

基も
と

佐す
け

筆　

未
詳
歌
集

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
期

【
極
札
】�「
桜
井
基
佐
こ
ゝ
ろ
ゆ
く

（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」（
不
明
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
一
二
・
一
×
横
九
・
六
㎝
。
字
高
、�

約
八
・
九
～
九
・
一
㎝
。

【
本
文
】

　

こ
ゝ
ろ
の
ゆ
く
は

　

そ
ふ
や
そ
は
す
や

花
を
み
は
た
れ
も

み
る
へ
き
玉
札
に　

基
佐

夢
に
て
も
ひ
と
り
そ

み
ゆ
る
旅
の
空　
　

宗
佐

【
出
典
】
未
詳
歌
集
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

八
一　

伝
楠

く
す
の
き

長ち
よ
う

諳あ
ん

筆　
『
長
恨
歌
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】「
楠
長
諳
生
門
戸

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝
倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
三
二
・
八
×
横
一
〇
・
八
㎝
。
字
高
、�

約
二
六
・
七
㎝
。

【
本
文
】

生
門
戸
遂
令
天
下
父
母
心
不
重
生

男
重
生
女
驪
宮
高
処
入
青
雲

仙
楽
風
飄
処
〻
聞
緩
哥
慢
舞

【
出
典
】『
長
恨
歌
』

八
二　

伝
蜷に

な

川が
わ

親ち
か

当ま
さ

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
期

【
極
札
】「
蜷
川
親
當
秋
の
色
に

（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川
勝
宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
藍
打
曇
金
霞
金
銀
草
花
下
絵
）
墨
書　

縦
三
四
・
三
×�

横
五
・
〇
㎝
。
字
高
、
約
二
四
・
三
㎝
。

【
本
文
】

秋
霜　

秋
の
色
に
の
こ
る
か
た
み
の
霜
を
た 

に 

　
　
　

せ
け
か
し
草
葉
そ
れ
も
と
ま
ら
す

【
出
典
】『
題
林
愚
抄
』
第
十
一
・
秋
部
四
・
四
三
四
二



─ 188 ─

八
三　

伝
仁に

ん

和な

寺じ

弘こ
う

融ゆ
う

筆　
『
後
撰
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代

【
極
札
】�「
仁
和
寺
殿

弘
融
筆　
　

よ
そ
に
の
み
（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
二
代

了
任
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
五
・
八
×
横
一
〇
・
二
㎝
。
字
高
、

約
二
二
・
九
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
喜
御
製

よ
そ
に
の
み
松
は
ゝ
か
な
き
す
み
の
え
の
ゆ
き
て
さ
へ
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ

　
　
　
　

題
し
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
し
の
朝
臣

か
け
ろ
ふ
に
見
し
許
に
や
は
ま
ち
と
り
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
に
ま
と
は
む

　
　
　
　

あ
り
所
は
し
り
な
か
ら
え
あ
ふ
ま
し
か
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
兼
茂
朝
臣　

参
議

わ
た
つ
う
み
の
そ
こ
の
あ
り
か
は
し
り
な
か
ら
か
つ
き
て
い
ら
む
浪
の
ま
そ
な
き

　
　
　
　

女
の
許
に
つ
か
は
し
け
る　
　

橘
さ
ね
と
し
の
朝
臣

つ
ら
し
と
も
思
そ
は
て
ぬ
涙
河
流
て
人
を
た
の
む
心
は

　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

【
出
典
】『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
・
恋
二
・
六
五
三
～
六
五
六

八
四　

伝
兼け

ん

空く
う

筆　
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
兼
空
上
人

集
入　
　
　

そ
の
か
み
の
（「
重
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
了
雪
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
五
・
五
×
横
一
〇
・
九
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
五
㎝
。

【
本
文
】

そ
の
か
み
の
人
は
の
こ
ら
し
は
こ
さ
き
の
松
は
か
り
こ
そ
わ
れ
を
し
る
ら
め

　
　

阿
波
守
に
な
り
て
ま
た
お
な
し
国
に
か
へ
り
な
り
て
く

　
　

た
り
け
る
に
こ
つ
か
み
の
う
ら
と
い
ふ
所
に
浪
の
た
つ
を

　
　

見
て
よ
み
侍
け
る　
　
　
　
　

藤
原
基
房
朝
臣

こ
つ
か
み
の
う
ら
に
年
へ
て
よ
る
浪
も
お
な
し
所
に
か
へ
る
な
り
け
り

　
　

頼
国
朝
臣
紀
伊
守
に
て
侍
け
る
と
き
い
ふ
へ
き
事　

　
　

あ
り
て
ま
か
り
て
侍
り
け
る
を
こ
と
さ
ら
に
も
の
いも

は
さ
り
け

【
出
典
】『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
九
・
雑
五
・
一
一
二
九
・
一
一
三
〇
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

八
五　

伝
浄じ

よ
う

弁べ
ん

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
和
哥
四
天
王
之
内
浄
弁
（「
琴
山
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
家
初

代
了
佐
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
〇
×
横
一
〇
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
〇
・
一
㎝
。

【
本
文
】

し
ら
か
は
の
し
ら
す
と
も
い
は
し
そ
こ
き
よ
み

な
か
れ
て
よ
ゝ
に
す
ま
む
と
お
も
へ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
の
り

し
た
に
の
み
こ
ふ
れ
は
く
る
し
た
ま
の
を
の

た
え
て
み
た
れ
ん
人
な
と
か
め
そ

わ
か
こ
ひ
を
し
の
ひ
か
ね
て
は
あ
し
ひ
き
の

や
ま
た
ち
は
な
の
色
に
い
て
ぬ
へ
し

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
三
・
恋
歌
三
・
六
六
六
～
六
六
八

八
六　

伝
頓と

ん

阿あ

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代

【
極
札
】�「
頓
阿
法
師
住
の
江
の
前
□廉
筆

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
四
・
一
×
横
一
四
・
一
㎝
。
字
高
、

約
二
二
・
五
㎝
。

【
本
文
】

住
の
江
の
松
ほ
と
ひ
さ
に
な
り
ぬ
れ
は
あ
し
た
つ
の
ね
に
な
か
ぬ
日
は
な
し

枇（
朱
）

杷
大
臣
仲
平

な
か
ひ
ら
の
朝
臣
あ
ひ
し
り
て
侍
け
る
を
か
れ
か
た
に

　
　
　

な
り
に
け
れ
は
ち
ゝ
か
や
ま
と
の
か
み
に
侍
け
る
も
と
へ

　
　
　

ま
か
る
と
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢

み
わ
の
山
い
か
に
ま
ち
み
む
年
ふ
と
も
た
つ
ぬ
る
人
も
あ
ら
し
と
思
へ
は

　
　
　

題
し
ら
す　
　
　
　

雲
林
院
の
み
こ　

常
康
親
□王 

王（
朱
）

仁
明
御
子
□
□
□
女

吹
ま
よ
ふ
野
風
を
さ
む
み
秋
は
き
の
う
つ
り
も
行
か
人
の
心
の

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
五
・
恋
歌
五
・
七
七
九
～
七
八
一
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八
七　

伝
尭ぎ

よ
う

孝こ
う

筆
（
仏
光
寺
切
）　
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】��「
和
哥
所
法
印
堯
孝
あ
ま
つ
そ
ら

（「
幽
碩
」・
黒
方
印
）」（
末
田

幽
碩
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
五
・
三
×
横
一
八
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
二
一
・
七
㎝
。

【
本
文
】

 　

極
札
貼
付　

 

い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
千
里

あ
ま
つ
そ
ら
た
か
く
は
れ
つ
ゝ
見
え
つ
る
は

く
れ
行
山
の
と
を
き
な
り
け
り

　
　

た
い
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　

平
常
顕

夕
日
さ
す
や
ま
の
た
か
ね
に
あ
ら
は
れ
て

く
も
ゐ
に
た
て
る
松
の
ひ
と
む
ら

【
出
典
】�『
新
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
八
・
雑
歌
中
・
一
八
二
〇
・
一
八�

二
一

八
八　

伝
円え

ん

雅が

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
堯
孝
門
弟
圓
雅
あ
り
明
の

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家

三
代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
六
・
一
×
横
一
六
・
七
㎝
。
字
高
、

約
二
三
・
五
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
政
太
政
大
臣

あ
り
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
月
は
い
て
ぬ
山
ほ
と
ゝ
き
す
待
つ
よ
な
か
ら
に

　
　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣
家
に
十
首
哥
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　

に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

わ
か
心
い
か
に
せ
よ
と
て
ほ
と
ゝ
き
す
雲
ま
の
月
の
か
け
に
な
く
ら
ん

　
　
　
　

郭
公
の
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
太
政
大
臣

郭
公
な
き
て
い
る
さ
の
山
の
は
ゝ
月
ゆ
へ
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な

 　
　
　
（
極
札
貼
付
）　　
　

 

権
中
納
言
親
宗

【
出
典
】『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
三
・
夏
歌
・
二
〇
九
～
二
一
一
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

八
九　

伝
周し

ゆ
う

興こ
う

筆　
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
堯
孝
門
弟

周
興　
　

花
ち
る
と
（「
重
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
了
雪
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
六
・
三
×
横
一
七
・
七
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

花
ち
る
と
な
に
う
ら
み
け
む
吹
風
の
さ
そ
は
ぬ
春
も
と
ま
る
物
か
は

　
　

弘
長
百
首
歌
に　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
氏

き
て
み
む
と
い
ひ
し
は
か
り
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
三
月
の
花
の
春
の
暮
か
た

　
　

千
五
百
番
歌
合
に　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

初
瀬
山
花
に
春
風
吹
は
て
ゝ
雲
な
き
み
ね
に
在
明
の
月

　
　

承
久
元
年
七
月
歌
合
に
暮
春
雨
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま

　
　

せ
給
う
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
徳
院
御
製

花
も
み
な
ち
り
に
し
や
と
の
ふ
か
み
と
り
お
し
ま
ぬ
色
を
春
雨
そ
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
家

【
出
典
】『
新
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
二
〇
八
～
二
一
一

九
〇　

伝
正し

よ
う

徹て
つ

筆　
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
前
期

【
極
札
】�「
招
月
菴
正
徹
か
な
し
さ
は

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三

代
了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
六
×
横
一
五
・
八
㎝
。
字
高
、�

約
二
二
・
〇
㎝
。

【
本
文
】

か
な
し
さ
は
秋
の
さ
か
野
ゝ
き
り
〳
〵
す
猶
ふ
る
里
に
ね
を
や
鳴
ら
ん

　
　
　

母
の
身
ま
か
り
に
け
る
を
さ
か
野
へ
ん
に
を
さ
め
侍
け
る
夜
よ
み

　
　
　

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

い
ま
は
さ
は
う
き
世
を
さ
か
の
野
へ
を
こ
そ
露
消
は
て
し
あ
と
ゝ
忍
は
め

　
　
　

母
身
ま
か
り
に
け
る
秋
野
分
し
け
る
日
も
と
す
み
侍
け
る
所

　
　
　

に
ま
か
り
て　
　
　
　
　
　
　

定
家
朝
臣

玉
ゆ
ら
の
露
も
涙
も
と
ゝ
ま
ら
す
な
き
人
こ
ふ
る
や
と
の
あ
き
か
せ

　
　
　

ち
ゝ
秀
宗
身
ま
か
り
て
の
秋
寄
風
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　

よ
み
侍
け
る　
　
　
　
　
　
　

藤
原
秀
能

露
を
た
に
い
ま
は
か
た
み
の
ふ
ち
衣
あ
た
に
も
袖
を
吹
あ
ら
し
か
な

　
　
　

久
我
内
大
臣
春
の
比
う
せ
て
侍
け
る
と
し
の
秋
土
御
門

　
　
　

内
大
臣
中
将
に
侍
り
け
る
と
き
つ
か
は
し
け
る

【
出
典
】『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
八
・
哀
傷
歌
・
七
八
六
～
七
八
九
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九
一　

伝
正し

よ
う

般は
ん

筆　

色
紙

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
徹
書
記
門
人
正
般
徹
桜
あ
さ
の

（「
養
心
」・
朱
方
印
）」（
四
代

神
田
道
伴
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
（
山
に
草
花
金
下
絵
）
墨
書　

縦
一
八
・
〇
×�

横
一
七
・
一
㎝
。
字
高
、
約
一
四
・
六
㎝
。

【
本
文
】

あ
り
つ
る
あ
ふ
き
御
ら
ん
す
れ
は

も
て
な
ら
し
た
る
う
つ
り
香
い
と
し
み

ふ
か
う
な
つ
か
し
う
て
お
か
し
う
す
さ
み

か
き
た
り

　
　

こ
ゝ
ろ
あ
て
に

　
　
　
　
　
　

そ
れ

　
　
　
　
　
　
　

か
と
そ
そ
み
る

夕
か
ほ
の　
　
　

白
露
の

　
　
　

花　
　
　
　

ひ
か
り
そ
へ
た
る

【
出
典
】『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
巻
。
和
歌
、
夕
顔
詠
。

【
備
考
】�

極
札
の
書
き
出
し
と
断
簡
本
文
、
不
一
致
。『
新
古
今
和
歌
集
』

一
八
五
・
一
四
七
三
番
歌
の
い
ず
れ
か
か
。

九
二　

伝
漸ぜ

ん

空く
う

上し
よ
う

人に
ん

筆　
『
倭
名
類
聚
抄
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
鎌
倉
時
代
中
期
～
後
期

【
極
札
】�「
漸
空
上
人
花
瓦　

弁
（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝
倉

茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
四
・
四
×
横
一
五
・
〇
㎝
。
字
高
、

約
二
〇
・
四
㎝
。

【
本
文
】

花
瓦　
　

弁
色
云
‐
‐

鐙
瓦
也
阿
不

三
加
波
良

䟽
瓦　
　

同
‐
‐
‐

豆
ゝ
三

加
波
良

牝
瓦　
　

唐
韻
云
瓪

音
板
和
名

女
加
波
良　

屋
‐
‐
也

牡
瓦　
　

同
‐
𤭧

音
皆
和
名

乎
加
波
良
襜
唐
韻
云
‐

余
廉
反
字
又　

作
簷
和
名
乃
木

桟　
　
　

漢
語
抄
云
‐

瓦
乃
江
豆
利

初
限
反　

日
本
紀
蘆
雚

和
名

上
同

　
　
　
　

今
案
唐
韻
雚
胡
官
反
葦
也

然
則
以
蘆
葦
為
‐
也

鵄
尾　
　

唐
令
云
宮
殿
皆
四
阿
施
‐
‐

弁
色
立　

九
豆
加
太

【
出
典
】『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
十

【
備
考
】�

元
の
装
訂
は
粘
葉
装
。
高
田
信
敬
「
伝
漸
空
上
人
筆
和
名
類
聚

抄
断
簡
─
粘
葉
装
の
十
巻
本
─
」（『
文
献
学
の
栞
』武
蔵
野
書
院
、

二
〇
二
〇
年
。
初
出
は
同
題
『
国
文
鶴
見
』
五
三
、
二
〇
一
九
年

三
月
）
参
照
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

九
三　

伝
素そ

眼が
ん

筆　

古
歌
短
冊

【
書
写
年
代
】
南
北
朝
時
代
～
室
町
時
代
初
期

【
極
札
】�「
素
眼
法
師
散
の
こ
る

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
初
代
朝
倉

茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
藍
地
紫
打
曇
・
上
方
下
方
金
砂
子
散
・
中
間
金
砂
子

金
泥
花
下
絵
）
墨
書　

縦
三
五
・
二
×
横
四
・
九
㎝
。
字
高
、

約
二
四
・
九
㎝
。

【
本
文
】

散
の
こ
る
花
も
や
あ
る
と
打
む
れ
て

　

み
山
か
く
れ
を
尋
ね
て
し
か
な

【
出
典
】『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
三
・
春
歌
下
・
一
六
七

九
四　

伝
六ろ

つ

角か
く

堂ど
う

専せ
ん

順じ
ゆ
ん

筆　
『
表
佐
千
句
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
期

【
極
札
】「
六
角
堂
専
順
（
琴
山
）」（
古
筆
本
家
了
佐
か
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
〇
・
〇
×
横
一
一
・
九
㎝
。
字
高
、

約
一
六
・
五
㎝
。

【
本
文
】

 　

（
極
札
貼
付
）　

 

へ
は
い
か
ゝ
せ
む	

宗
祇

け
ふ
に
て
し
り
ぬ
あ
す
の
あ
ら
ま
し　
　

専
順

神
ま
つ
り
近
く
な
る
か
と
い
み
さ
し
て　

紹
永

お
く
に
は
た
れ
か
こ
も
る
山
く
ち　
　
　

基
昭

雲
か
ゝ
る
嶺
の
い
ほ
り
の
松
の
門　
　
　

宗
祇

道
と
ち
は
て
ゝ
雪
そ
つ
も
れ
る　
　
　
　

専
順

こ
ぬ
く
れ
を
人
の
心
の
跡
な
れ
や　
　
　

基
昭

文
を
見
る
に
も
お
も
ひ
た
え
け
り　
　
　

氏
忠

【
出
典
】『
表
佐
千
句
』
第
三
・
唐
何
・
つ
き
は
た
た
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九
五　

伝
細ほ

そ

見み

宗む
ね

高た
か

筆　
『
源
氏
物
語
』
注
釈
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
中
～
後
期

【
極
札
】�「
ふ
ち
の
う
ら
葉　

細
見
河
内
守
入
道
宗
高
（「
長
好
」・
黒
楕

円
印
）」（
藤
井
常
智
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
二
・
一
×
横
一
三
・
六
㎝
。
字
高
、

約
一
八
・
二
㎝
。

【
本
文
】

　

・
ふ
ち
の
う
ら
葉

さ
す
か
な
る
御
も
ろ
恋
な
り

　

男
女
相
互
恋
慕
之
心
也

か
の
宮
に
も
さ
や
う
に　
　
　
　

中
務
宮

不
入
系
図

と
あ
り

な
と
か
い
と
こ
よ
な
く
は
か
む
し
給
へ
る
け
ふ
の
御
法

の
え
に
た
つ
ね
お
ほ
さ
は
つ
み
ゆ
る
し
給
て
よ
や

　

無
此
世　

無
超　

閑
雅　
幽
玄
儀
也

こ
ゝ
ら
の
と
し
こ
ろ
の　
　
　

臣
〻
等　

多
日〻
本
紀等

【
出
典
】�

未
詳
の
『
源
氏
物
語
』「
藤
裏
葉
」
巻
、
注
釈
断
簡
。
内
容
は
巻
冒
頭
部
分
の
注
釈
。
注
釈
書
所
引

本
文
に
つ
い
て
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
の
該
当
箇
所
の
頁
数
と
行
数
を
示
す
。

九
九
七
・
六
、
九
九
六
・
七
、
九
九
八
・
一一
～
一
二
、
九
九
九
・
四
、
一
〇
一
六
・
七
、
一
〇
一
六
・
七
～
九
。

【
備
考
】�

朱
合
点
・
朱
点
あ
り
。
当
該
断
簡
は
、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」（
伊
井

春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料　

第
６
集
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
に
計
九
葉

を
数
え
る
断
簡
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
時
、
当
該
断
簡
に
つ
い
て
考
証
し
た
高
田
信
敬
「
伝
宗
高
筆

源
氏
物
語
注
釈
断
簡
─
そ
の
基
礎
的
報
告
─
」（『
武
蔵
野
文
学　

武
蔵
野
文
学
第
70
集
記
念
特

集　

源
氏
物
語
と
古
筆
切
』
七
〇
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）
は
計
八
葉
を
数
え
る
（
前
述
小
林
の

集
成
稿
と
の
重
複
四
葉
）。
こ
れ
ら
先
行
論
を
ふ
ま
え
る
と
当
該
断
簡
の
内
訳
は
「
梅
枝
」（
推
定
）、

「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」、「
横
笛
」、「
鈴
虫
」、「
竹
河
」、「
東
屋
」、「
浮
舟
」「
夢
浮
橋
」

の
一
〇
の
巻
々
が
存
す
る
ら
し
く
、『
源
氏
物
語
』
の
後
半
部
に
集
中
し
て
い
る
。
な
お
同
巻
の
ツ

レ
は
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
の
古
筆
手
鑑
『
披
香
殿
』
に
存
す
る
。

九
六　

伝
庭に

わ

田た

雅ま
さ

秀ひ
で

筆　

未
詳
歌
集
断
簡

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】「
庭
田
雅
秀
卿
あ
り
つ
る

（「
堯
倫
」・
黒
方
印
）」（
奥
西
宗
円
）

【
書
誌
】�

楮
紙
墨
書　

縦
三
二
・
〇
×
横
一
六
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
二
九
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　
　
　
　
　

遠
帰
鴈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
孝

立
帰
るら

ん
歟つ

は
さ
は
見
え
て
天
雲
の
よ
そ
に
消
行
鴈
の
一
こ
ゑ

　
　
　
　

山
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
巴

九
重
の
う
ち
は
心
も
散
花
に
な四

の
句
平
懐
い
か
ゝ
と
き
こ
え
候

か
め
入
ぬ
る
山
の
し
つ
け
さ

【
出
典
】
未
詳
歌
集

【
備
考
】
極
札
の
書
き
出
し
と
断
簡
本
文
、
不
一
致
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

九
七　

寿じ
ゆ

慶け
い

筆　
『
老
葉
』
注
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
い
と
あ
そ
ふ　

連
哥
師
壽
慶
（「
長
好
」・
黒
楕
円
印
）」（
藤

井
常
智
）

【
書
誌
】�

斐
楮
交
漉
紙
墨
書　

縦
二
〇
・
〇
×
横
一
五
・
〇
㎝
。
字
高
、

約
一
五
・
九
㎝
。

【
本
文
】

い
と
あ
そ
ふ
空
も
み
と
り
の
柳
か
な

春
雨
を
あ
は
を
に
よ
れ
る
柳
か
な

　
　

春
月
を

は
ら
ふ
へ
き
風
た
に
か
す
む
月
夜 

か
な 

か
す
む
夜
そ
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
春
の 

月 

　
　

太
田
備
中
入
道
の
や
と
り
に
て

　
　

心
敬
僧
都
な
と
侍
し
千
句
に

と
を
く
み
て
ゆ
け
は
か
す
ま
ぬ
春
野
か
な

　
　

鎌
倉
に
て
二
月
の
は
し
め
に

ま
ゆ
に
ほ
ふ
遠
山
青
し
春
の
う
み

 　
　

（
極
札
貼
付
）　
　

 

【
出
典
】�『
老
葉
』
第
十
・
発
句
。「
い
と
あ
そ
ふ
」（
一
五
七
八
）、「
春

雨
を
」（
一
五
七
九
）、「
は
ら
ふ
へ
き
」（
一
五
八
一
）、「
か
す

む
夜
そ
」（
一
五
八
二
）、「
と
を
く
み
て
」（
一
五
八
三
）、「
ま

ゆ
に
ほ
ふ
」（
一
五
八
四
）。

【
備
考
】
合
点
・
書
き
入
れ
あ
り
。

九
八　

伝
周し

ゆ
う

桂け
い

筆　
『
老
葉
』
注
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
連
哥
師
周
桂
か
す
み
の

（「
重
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
了
雪
）�

�

「
連
歌
師
周
桂
か
す
み
の
庭
の

（「
牛
菴
」・
朱
瓢
型
印
）」（
二
代
畠

山
牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
六
・
一
×
横
一
二
・
四
㎝
。
字
高
、�

約
一
三
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　

か
す
み
の
庭
の
暮
の
し
つ
け
さ

　

雨
は
れ
て
遠
山
の
こ
る
窓
の
ま
へ

雨
後
の
景
気
み
る
様
に
も
こ
そ
侍
れ

　
　

さ
ひ
し
き
も
う
き
も
心
に
草
の
鷹

　

あ
は
れ
と
を
き
け
あ
か
つ
き
の
雨

さ
ひ
し
と
聞
も
又
哀
と
聞
も
人
の
こ
ゝ
ろ
に

よ
る
へ
き
に
や
哀
と
は
面
白
く
聞
と
云
心
に
や

　
　

し
の
ひ
音
も
ら
せ
山
ほ
と
ゝ
き
す

　

た
れ
き
か
ん
夕
の
雨
の
草
の
い
ほ

草
鷹
の
雨
た
れ
き
か
ん
時
鳥
し
の
ひ
音
を

【
出
典
】
宗
祇
の
連
歌
集
『
老
葉
』
の
注
釈
書
。
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九
九　

伝
宗そ

う

硯せ
き

筆　
『
月
村
抜
句
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代
後
期

【
極
札
】�「
宗
祇
門
人
宗
硯
風
を
の
み

（「
牛
菴
」・
朱
瓢
型
印
）」（
二
代
畠

山
牛
庵
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
藍
打
曇
）
墨
書　

縦
一
七
・
四
×
横
一
八
・
六
㎝
。�

字
高
、
約
一
七
・
二
㎝
。

【
本
文
】

賤
何
人
連
歌

風
を
の
み
春
の

桜
の
ゆ
く
ゑ
哉　

宗
碩

夕
日
の
庭
に

蝶
の
と
ふ
か
け　

真
宗

ひ
は
り
鳴
野
へ
は

そ
と
も
の
し
つ
か
に
て　

宗
哲

【
出
典
】『
月
村
抜
句
』
永
正
十
三
年
発
句
・
一
〇

一
〇
〇　

伝
宗そ

う

椿ち
ん

筆　
『
源
氏
物
語
』
和
歌
抄
出
断
簡

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
堺
連
哥
師
宗
椿
な
か
た
え
は

（「
箕
山
」・
黒
方
印
）」（
藤
本
了
因
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
一
五
・
二
×
横
一
六
・
九
㎝
。
字
高
、�

約
一
三
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　

な
か
た
え
は
か
こ
と
や
お
ふ
と
あ
や
う
さ
に

　

は
な
た
の
帯
は
と
り
て
た
に
み
す
と
て

　

や
り
給
立
帰　
　

頭
中
将

　
　

君
に
か
く
引
と
ら
れ
ぬ
る
お
ひ
な
れ
は

　

か
く
て
た
え
ぬ
る
中
と
こ
た
へ
む
え
の

　

か
れ
さ
せ
給
は
し
と
あ
り

わ
り
な
き
御
心
に
は
御
興
の
う
ち
も

思
や
ら
れ
て
い
と
ゝ
及
な
き
心
ち
し

給
に
そ
ゝ
ろ
は
し
き
ま
て
な
む

【
出
典
】『
源
氏
物
語
』「
紅
葉
賀
」
巻
和
歌
抄
出
。

【
備
考
】�「
な
か
た
え
は
」
の
和
歌
は
光
源
氏
、「
君
に
か
く
」
の
和
歌
は

頭
中
将
の
詠
歌
。
古
筆
了
仲
著『
古
筆
切
名
物
』の
宗
椿
項
に「
六

半　

源
氏
注
」
と
あ
る
が
、
同
一
か
は
不
審
。
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

一
〇
一　

伝
宗そ

う

養よ
う

筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
室
町
時
代

【
極
札
】�「
連
哥
師
宗
養
冬
も
咲

有
題
（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川
勝

宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
三
三
・
九
×
横
五
・
三
㎝
。
字
高
、�

約
三
〇
・
六
㎝
。

【
本
文
】

敦
賀
御
影
堂
に
て　
　

冬
も
咲
種
は
心
の
蓮
哉　

宗
養

越
前
之
南
陽
寺
に
て　

雪
に
鐘
曙
た
と
る
夕
哉　

同

【
出
典
】�『
宗
養
法
師
発
句
帳
』
冬
・「
冬
も
咲
」
四
八
〇
、「
雪
に
鐘
」

五
三
四

一
〇
二　

伝
梅ば

い

軒け
ん

宗そ
う

句く

筆　

未
詳
歌
集
断
簡

【
書
写
年
代
】
安
土
桃
山
時
代

【
極
札
】�「
梅
軒
宗
句
あ
ら
き
浪

（「
守
村
」・
黒
方
印
）」（
古
筆
別
家
三
代

了
仲
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
九
・
〇
×
横
八
・
二
㎝
。
字
高
、�

約
二
四
・
七
㎝
。

【
本
文
】

　
　

寄
舟
恋

あ
ら
き
浪
へ
た
つ
る
我
の
よ
る
へ
な
き
身
は
う
き
舟
の
う
ら
み
て
そ
ふ
る

　
　

寄
筏
〻

こ
え
か
た
き
恋
の
山
ち
や
世
を
う
み
に
い
か
た
う
か
ふ
な
た
め
し
成
ら
ん

【
出
典
】
未
詳
歌
集
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一
〇
三　

伝
猪い

な
わ
し
ろ
け
ん
よ

苗
代
兼
与
筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
江
戸
時
代
前
期

【
極
札
】�「
稲
苗
代
兼
与
朝
に
も

有
名
（「
極
」・
黒
方
印
）」（
初
代
川
勝

宗
久
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
紫
藍
地
藍
紫
打
曇
金
霞
、
雁
・
笹
金
下
絵
）
墨
書　

縦
二
六
・
四
×
横
五
・
六
㎝
。
字
高
、
約
二
五
・
四
㎝
。

【
本
文
】

　

は
つ
雪
の
あ
し
た

於
愛
宕

勝
地
院
御　
　
　
　

朝
に
も
今
朝
や
は
し
め
て
み
ね
の
雪　

兼
与

　
　
　

所
望

【
出
典
】
未
詳
歌

一
〇
四　

伝
北き

た

野の

松し
よ
う

梅ば
い

院い
ん

筆　

短
冊

【
書
写
年
代
】
安
土
桃
山
時
代
末
期

【
極
札
】�「
北
野
松
梅
院
上
と
め
て

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
二
代
朝

倉
茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
（
天
紫
藍
地
藍
紫
打
曇
金
霞
）
墨
書　

縦
二
六
・
三
×�

横
五
・
八
㎝
。
字
高
、
約
二
四
・
七
㎝
。

【
本
文
】

上
と
め
て
水
を
隔
る
氷
哉　
　

禅
昌

【
出
典
】
未
詳
歌
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早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
佐
佐
木
忠
慧
旧
蔵

　
古
筆
手
鑑
『
秋
蛇
藏
』・
所
収
断
簡
の
書
誌
情
報
、
及
び
考
証

一
〇
五　

伝
秋あ

き

葉ば

工こ
う

庵あ
ん

筆　
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡

【
書
写
年
代
】
安
土
桃
山
時
代

【
極
札
】�「
秋
庭
工
庵
恋
す
れ
は

（
※
印
文
不
読
・
黒
方
印
）」（
二
代
朝
倉

茂
入
）

【
書
誌
】�

斐
紙
墨
書　

縦
二
四
・
五
×
横
一
七
・
五
㎝
。
字
高
、�

約
二
〇
・
九
㎝
。

【
本
文
】

恋
す
れ
は
我
身
は
か
け
と
な
り
に
け
り

　

さ
り
と
て
人
に
そ
は
ぬ
も
の
ゆ
へ

か
ゝ
り
火
に
あ
ら
ぬ
我
身
の
な
そ
も
か
く

　

涙
の
川
に
う
き
て
も
ゆ
ら
む

か
ゝ
り
火
の
影
と
な
る
身
の
わ
ひ
し
き
は

　

流
て
し
た
に
も
ゆ
る
な
り
け
り

は
や
き
瀬
に
み
る
め
お
ひ
せ
は
我
袖
の

　

涙
の
川
に
う
き
て
も
ゆ
ら
む

お
き
へ
に
も
よ
ら
ぬ
玉
も
の
浪
の
う
へ
に

　

み
た
れ
て
の
み
や
恋
わ
た
り
な
む

【
出
典
】『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
五
二
八
～
五
三
二

【
備
考
】
極
札
の
「
秋
庭
」
は
「
秋
葉
」
の
誤
り
か
。
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［
付
記
］�

資
料
の
撮
影
・
調
査
・
翻
刻
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
た
き
や
ま　

あ
ら
し　

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
・
海
城
中
学
高
等
学
校　

国
語
科
非
常
勤
講
師
、�

総
合
研
究
大
学
院
大
学　

文
化
科
学
研
究
科　

日
本
文
学
研
究
専
攻　

博
士
後
期
課
程
）


